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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

 
 

１．プロジェクトの概要 
 

 

１ プロジェクトの目的 

 

 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研

究プロジェクトとして2009年にスタートした。プロジェクトの目的は以下のとおりである。 
 

 グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年 2 月のユ

ネスコの発表によると，日本語方言の中では，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美

方言，東京都の八丈方言が危険な状態にあるとされている。これらの危機方言は，他の方

言ではすでに失われてしまった古代日本語の特徴や，他の方言とは異なる言語システムを

有している場合が多く，一地域の方言研究だけでなく，歴史言語学，一般言語学の面でも

高い価値を持っている。また，これらの方言では，小さな集落ごとに方言が違っている場

合が多く，バリエーションがどのように形成されたか，という点でも注目される。 

 本プロジェクトでは，フィールドワークに実績を持つ全国の研究者を組織して，これら

危機方言の調査を行い，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセス

や言語の一般特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一

般公開することにより，危機方言の記録・保存・普及を行う。 

 

２ 研究方法 

 

 消滅危機方言の調査は緊急を要する。そのため，フィールド調査に実績を持つ国内外の

研究者を組織化し，調査研究を効率的に進める必要がある。また，質の高いデータを残す

ために，これまで，必ずしも統一的でなかった方言（言語）の調査方法や記述方法に統一

性を持たせる必要がある。さらに，将来の方言（言語）研究を担う若手研究者の育成も必

要である。以上を踏まえて，本プロジェクトでは次の２種類の調査をベースとして研究を

進めている。  

  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究  

  (2) 共同研究者が一同に会して行う合同調査研究  

 (1) はそれぞれの共同研究者がそれぞれのフィールドで行う調査研究で，共同研究者は

その成果をプロジェクトの共同研究発表会で発表し，自分の調査研究を発展させるきっか

けとしている（共同研究発表会では，若手研究者の研究を支援するために，共同研究者以
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外の若手研究者が発表を行うこともある）。  

 (2) は調査地点をቯめ，その地点の音声・ࠕクセント・ᢥ法・基␆語ᒵ・⺣⹤╬を総合

的に記述する調査である。この調査には，共同研究者だけでなくࡐスドク，学ᝄ特೎研究

ຬ，ᄢ学㒮↢といった若手研究者もෳടし，ෳട者が共同で調査・データᢛℂ・報告書の

૞成を行っている。╙１࿁目の合同調査は，2010 年㧥月に鹿児島県喜界島で実ᣉした。本

書はその報告書である。  

 

㧟 ౒ห研究⠪ 

 

 本プロシェクトの共同研究者は，以下のとおりである（2011年�月�0日⃻࿷）。  

 

࠙エࠗン・ロー࡟ンス（ࠝーク࡜ンドᄢ学），上㊁ༀ㆏（国立国語研究所ቴຬ），ᄢ⷏ᜏ

一㇢（国立国語研究所），㊄↰┨ብ（ජ⪲ᄢ学），⁚ୀ❥ਭ（℄⃿ᄢ学㧛国立国語研究所

ቴຬ），ਭ保ᥓਯ（਻Ꮊᄢ学），┄⭽᥍ᄦ（国立国語研究所），下地⾐代ሶ（沖縄国㓙ᄢ

学），下地ℂೣ（⟲㚍県立ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），↰┄行ೣ（京都ᄢ学㧛国立

国語研究所ቴຬ），┻↰ᤩሶ（国立国語研究所・プロジェクト㕖Ᏹൕ研究ຬ），࠾࠳エル・

ロング（㚂都ᄢ学東京），中島↱美（一ᯅᄢ学），ખේⓛ（℄⃿ᄢ学），⷏ጟᢅ（沖縄国

㓙ᄢ学），ᣂ↰ືᄦ（㊄ᴛᄢ学），෶ศ㉿美（ᔒቑ㙚ᄢ学），᧻本ᵏ丈，᧻᫪᥏ሶ（日本

ᅚሶᄢ学㧛国立国語研究所ቴຬ），ਃ੗はるߺ（国立国語研究所）（੖ච音㗅） 
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          ２．調査の概要 
 

 

１ ༑⇇ፉの᭎ⷐ 
 
 奄美は鹿児島県のධに૏⟎し，喜界島，奄美ᄢ島，ᓼਯ島，沖᳗⦟ㇱ島，ਈ⺰島の㧡つの島

からなる。喜界島はそのർ東ㇱに૏⟎する（࿑１）。๟࿐は 48.6 জ，集落の数は 33，ੱญは

8,090 ੱ（2010 年国൓調査による）である。島߳の੤ㅢ手Ბは，㘧行機で鹿児島ⓨ᷼または奄

美ᄢ島ⓨ᷼から喜界ⓨ߳᷼౉る方法と，⦁で鹿児島᷼または奄美ᄢ島ฬἑ᷼から喜界島ḧ᷼ま

たはᣧ↸߳ᷰ᷼る方法がある。 

 ਥな↥ᬺはࠨト࠙ࠠࡆのᩱၭと⵾♧で，⵾♧Ꮏ場は奄美⟲島でᦨも数が多い。ࠨト࠙ࠠࡆ

をේᢱにした㤥♧὾㈪૞りも行われている。ㄭ年は⊕ࠧࡑの↢↥が⋓ࠎで，国↥⊕ࠧࡑの↥

地としては日本ᦨᄢの↢↥㊂を⹶っている。 

 2010 年の調査では，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，Ⴎ㆏，㒙વ，ၔਭ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，中㉿，⨹ᧁ

の 10 地点（࿑２の下✢の地域）の調査を行った。 

 
࿑１ 喜界島の૏⟎（喜界↸公ᑼࡎームࡍージよりォタ） 
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࿑２ 喜界↸集落一ⷩ（喜界↸公ᑼࡎームࡍージよりォタ，下✢は調査地点） 

 

 

２ ⺞ᩏの᭎ⷐ 
 
２㧚１ ⺞ᩏᣣ⒟㧘⺞ᩏ࿾ὐ㧘⺞ᩏౝኈ㧘⺞ᩏᜂᒰ⠪ 
 調査は2010年9月10日㨪9月14日に行った。調査地点と調査内ኈ，調査担ᒰ者は以下のㅢり

である。 
 

日時 地඙ฬ 調査内ኈ 調査担ᒰ者 
9 月 10 日（㊄） 

ඦ೨ 
小㊁ᵤ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・㕍੗・ᧁㇱ 

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・ᐔጊ・┻↰ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・࡜ࡍール・ᐔሶ・┻᧛ 
クセントࠕ B ᧻᫪・ᣂ↰・ᆗ・高ጊ 
ᢥ法 M ᧻本・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗ 
ᢥ法 O ᄢ⷏・⩆㊁・⇧ጊ・㊀㊁ 
ᢥ法 T ↰┄・⊕↰・ጊ↰ 

  ඦᓟ 㒙વ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・ᧁㇱ・ᐔሶ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・ᐔጊ・┻↰ 
クセントࠕ A ┄⭽・᧻᫪・௾೑古・࡜ߵール・┻᧛ 
クセントࠕ B 上㊁・ᣂ↰・ᆗ・高ጊ 

  ᄛ ၔਭ 
  

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ 
 クセント ᣂ↰・㊀㊁ࠕ
᝼ฃ表⃻ ⩆㊁ 
 ↰┻ ࡍトࡑࡁࠝ
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9 月 11 日（࿯） 
  ඦ೨ 

ᔒᚭ᪖ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・㕍੗・ᧁㇱ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ᐔጊ・࡜ࡍール・ખේ 
クセントࠕ A ┄⭽・᧻᫪・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・上㊁・ᐔሶ・高ጊ 
ᢥ法 M・T ᧻本・下地・↰┄・⊕↰・ጊ↰ 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ᄢ⷏・⩆㊁・⇧ጊ・㊀㊁ 

  ඦᓟ Ⴎ㆏ 基␆語ᒵ１a 小Ꮉ・Ꮉἑ 
基␆語ᒵ１b ᧻᫪・㕍੗ 
基␆語ᒵ２a ロー࡟ンス・ᐔጊ・ਭ保⭽ 
基␆語ᒵ２b ખේ・࡜ࡍール 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・上㊁・ᐔሶ・高ጊ 

9 月 12 日（日） 
  ඦ೨ 

上ཅ㋕ 基␆語ᒵ１ ࡜ࡍ㧙ル・Ꮉἑ・小Ꮉ・㕍੗ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ᐔጊ・᧻᫪・ખේ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᣂ↰・ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ 
ᢥ法 M ᧻本・下地・┻↰ 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・⇧ጊ・㊀㊁ 
⺣⹤ ↰┄・⊕↰・ጊ↰・⩆㊁ 

  ඦᓟ ḧ 基␆語ᒵ１ Ꮉἑ・࡜ࡍ㧙ル・小Ꮉ・㕍੗ 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・ખේ・᧻᫪・ਃ੗・ᐔጊ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・ᣂ↰・ᐔሶ・高ጊ 

9 月 13 日（月） 
  ඦ೨ 

中㉿ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・Ꮉἑ・࡜ࡍール 
基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・᧻᫪・ᐔጊ 
クセントࠕ A ┄⭽・௾೑古・┻᧛・ᆗ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ・ᣂ↰ 
ᢥ法 M ᧻本・ਃ੗・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗・૒⮮ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・⇧ጊ・㊀㊁ 

小㊁ᵤ ⺣⹤ ↰┄・⊕↰・ጊ↰・⩆㊁ 
  ඦᓟ ဈᎨ 基␆語ᒵ１ 小Ꮉ・↰┄・࡜ࡍ㧙ル・㕍੗ 

基␆語ᒵ２ ロー࡟ンス・᧻᫪・Ꮉἑ 
クセントࠕ A ┄⭽・ਃ੗・┻᧛・⊕↰ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・ᐔሶ・૒⮮ 
᝼ฃ表⃻ ⩆㊁ 

9 月 14 日（Ἣ） 
  ඦ೨ 

⨹ᧁ 基␆語ᒵ１ 㕍੗・小Ꮉ・⊕↰ 
基␆語ᒵ２ ࡜ࡍール・↰┄・ᐔጊ・⩆㊁ 
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クセントࠕ A ᧻᫪・௾೑古・┻᧛ 
クセントࠕ B ᧁㇱ・高ጊ・⇧ጊ・૒⮮ 
ᢥ法 M ᧻本・ਃ੗・下地 
ᢥ法 K ㊄↰・੗上・ᣂ᳗ 
ᢥ法 O ⁚ୀ・ਭ保⭽・Ꮉἑ・㊀㊁ 

  

２㧚２ ⺞ᩏ⠪ 

調査者は以下のㅢりである。 
 

ᧁㇱᥰሶ（国立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽ プロジェクトリー࠳ー），ᄢ⷏ᜏ一㇢（国

立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽），੗上ᢥሶ（国立国語研究所 時ⓨ㑆ᄌ異研究♽）， 

┄⭽᥍ᄦ（国立国語研究所 ℂ⺰・᭴ㅧ研究♽），ਃ੗はるߺ（国立国語研究所 ℂ⺰・᭴

ㅧ研究♽），上㊁ༀ㆏（国立国語研究所 ቴຬᢎ᝼），下地⾐代ሶ（国立国語研究所プロジ

ェクト研究ຬ），ᐔጊ⌀ᄹ美（国立国語研究所プロジェクト研究ຬ），௾೑古幹㓶（国立国

語研究所プロジェクト研究ຬ），⋓ᕁ⿥（国立国語研究所プロジェクトᅑബ研究ຬ）， 

┻↰ᤩሶ（国立国語研究所㕖Ᏹൕ研究ຬ），㊄↰┨ብ（ජ⪲ᄢ学国㓙ᢎ育センター）， 

⁚ୀ❥ਭ（℄⃿ᄢ学法ᢥ学ㇱ），下地ℂೣ（⟲㚍県立ᅚሶᄢ学），↰┄行ೣ（京都ᄢ学ᄢ学

㒮ᢥ学研究⑼），ખේⓛ（℄⃿ᄢ学㕖Ᏹൕ⻠Ꮷ），ᣂ↰ືᄦ（㊄ᴛᄢ学歴史言語ᢥ化学♽），

᧻本ᵏ丈（రජ⪲ᄢ学），᧻᫪᥏ሶ（日本ᅚሶᄢ学ᢥ学ㇱ），࠙ェࠗン・ロー࡟ンス（ࡘ࠾

ージー࡜ンド ࠝーク࡜ンドᄢ学），⩆㊁ජ⍾ሶ（ᄢ分ᄢ学ᢎ育⑔␩学ㇱ），ᆗ⧷ᶻ（東京

ᄢ学 PD），小Ꮉ᤯史（日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ ℄⃿ᄢ学），ᣂ᳗ᖘੱ（日本学ⴚᝄ⥝

会特೎研究ຬ 東京ᄢ学），ト࡜ࡍ・ࡑ㧙ル（日本学ⴚᝄ⥝会外国ੱ特೎研究ຬ 京都ᄢ学），

ጊ↰⌀ኡ（日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ 京都ᄢ学），㕍੗㓳ੱ（東京外国語ᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻

೨ᦼ⺖⒟），Ꮉἑථ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），ਭ保⭽ᗲ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ

⺖⒟），૒⮮ਭ美ሶ（਻Ꮊᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），㊀㊁⵨美（ᐢ島ᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ

⺖⒟），⊕↰ℂੱ（京都ᄢ学ᄢ学㒮ᢥ学研究⑼ୃ჻⺖⒟），高ጊᨋᄥ㇢（東京ᄢ学ᄢ学㒮↢

ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），┻᧛੝♿ሶ（␹ᚭᄢ学ᄢ学㒮ඳ჻ᓟᦼ⺖⒟），⇧ጊᄹ㇊（℄⃿ᄢ学ᄢ学㒮

ୃ჻⺖⒟），ᐔሶ㆐਽（京都ᄢ学ᄢ学㒮ୃ჻⺖⒟） 

 

２㧚㧟 ⹤⠪ 
⹤者は以下の方ޘである（ᢘ⒓⇛）。 

 

小㊁ᵤ ᮸本トスエ （1924 年↢，86 ᱦ），⮮రセ࠷エ（1926 年↢，83 ᱦ），቞内1926）ࡁ࠷ࡒ

年↢，83 ᱦ），Ꮞ⧐ᳯ（1931 年↢，79 ᱦ），㊁᧛リ࠷ሶ（1934 年↢，76 ᱦ）， 

 有ጟ美ᕺሶ（1935 年↢，75 ᱦ），↰⇌❥ሶ（1945 年↢，65 ᱦ），ศႦᑝ次（1922
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年↢，88 ᱦ），上ጊḩೣ（1934 年↢，76 ᱦ），小㊁ఝ（1936 年↢，74 ᱦ） 

ᔒᚭ᪖ ⩲ᴧト࡛（1918 年↢，92 ᱦ），⷏ጊࡕト（1925 年↢，85 ᱦ），ะ੗てるሶ（1927

年↢，83 ᱦ），ධフデ（1927 年↢，83 ᱦ），高ᧁࠨࡒエ（1928 年↢，81 ᱦ）， 

 ựᎹኡሶ（1931 年↢，79 ᱦ），દ—↰ᱜሶ（1934 年↢，76 ᱦ），↰中స代（1936

年↢，74 ᱦ），⩲ᴧ▵ᨑ（1939 年↢，71 ᱦ），ự↰㓉ሶ（1939 年↢，71 ᱦ）， 

 ⑔ጊንൎ（1924 年↢，86 ᱦ），᧻ጟඳᔘ（1952 年↢，59 ᱦ） 

Ⴎ㆏ ⼱本タ࠳ሶ（1924 年↢，86 ᱦ），基੗テル1930）ࡤ 年↢，80 ᱦ），ጤ᧛శሶ（1930

年↢，79 ᱦ），⪤ේ᭢ਃ（1927 年↢，83 ᱦ），ᨰᧁ⽵ᴦ（1935 年↢，75 ᱦ）， 

 ⮮ේノᄦ（1943 年↢，67 ᱦ） 

㒙વ ጟ本ᢅ美（1923 年↢，86 ᱦ），᡽੗ᐔ進（1932 年↢，78 ᱦ），᥏⾆ノ਽（1934 年

↢，75 ᱦ），㣽ን჻↵（1950 年↢，59 ᱦ） 

ၔਭ Ꭸਭ代（1929 年↢，81 ᱦ），⠌ࡑス（1931 年↢，78 ᱦ），ජဈ࡛࠴ሶ（1932 年↢，

78 ᱦ），⥰島ᾖ代（1939 年↢，70 ᱦ），↰中セࠠ（1927 年↢，83 ᱦ） 

上ཅ㋕ ⋓ス1931）ࡒ 年↢，78 ᱦ），ᑝ育ሶ（1935 年↢，75 ᱦ），⷏ጟᕺℂ（1981 年↢，

29 ᱦ），値ࡕトሶ（1936 年↢，73 ᱦ），᧛上国ା（1925 年↢，85 ᱦ），ን⼾⷏（1924

年↢，85 ᱦ），␭ฬ⟵ㇹ（1930 年↢，79 ᱦ），Ẵᗲ島 （1933 年↢，76 ᱦ）， 

 ᄢ෹ൎ一（1936 年↢，73 ᱦ），೨島ാ一㇢（1938 年↢，72 ᱦ），⷏ේశೣ（1950

年↢，60 ᱦ），↢島Ᏹ▸（1960 年↢，50 ᱦ） 

ဈᎨ ㉿቟਻㇢（1924 年↢，86 ᱦ），⧷໪ᄥ㇢（1931 年↢，79 ᱦ），喜ਭ⑲ੱ（1932 年

↢，78 ᱦ），᫪ጟ進（1933 年↢，77 ᱦ），᧻↰美ᨑሶ（1925 年↢，84 ᱦ）， 

 ૕ጟユࠠሶ（1933 年↢，76 ᱦ），ጤ᧻美ᨑ（1936 年↢，74 ᱦ） 

ḧ 喜ේᱜሶ（1932 年↢，78 ᱦ），㤥↰美ᄹሶ（1932 年↢，78 ᱦ），中ጊ⛯（1930 年

↢，80 ᱦ），ጤ↰進（1953 年↢，57 ᱦ） 

中㉿ Ꭸୖ࠴トエ（1932 年↢，78 ᱦ），ᐔ明代（1939 年↢，71 ᱦ），⑔島ᱜሶ（1949 年

↢，60 ᱦ），ୖ本⑓ᒾ（1934 年↢，75 ᱦ），時本ᷡᔒ（1940 年↢，70 ᱦ）， 

㊁㑆⋥ᔘ（1942 年↢，68 ᱦ），᧻᧛☨⬿（1942 年↢，68 ᱦ），㊁㑆ᤘᄦ（1946 年

↢，64 ᱦ），ᓧ↰喜代ᴦ（1957 年↢，53 ᱦ），ਭ㊁一㚍（1931 年↢，79 ᱦ），ᕺ⮒

（1939 年↢，71 ᱦ） 

⨹ᧁ 基੗࡛ネ（1927 年↢，83 ᱦ），⮮દ都ᨑ（1928 年↢，82 ᱦ），૞੗ᚽሶ（1928 年

↢，82 ᱦ），⋉⧷ሶ（1930 年↢，79 ᱦ），⩵⼾ା（1922 年↢，88 ᱦ），૞੗ਭศ

（1928 年↢，82 ᱦ），⊓ᵗ一（1934 年↢，75 ᱦ），੹੗቞ᄦ（1945 年↢，65 ᱦ） 
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調査の概要 

㧟 ⻠Ṷળ╬ 
 

 上記の調査のほか，ᦼ㑆中に以下の⻠Ṷ会╬を行った。 

 

㧟㧚１ ༑⇇↸ᢎ⢒ᢥൻ⻠Ṷળ 

喜界↸ᢎ育ᢥ化⻠Ṷ会 

  日 時㧦㧥月１㧠日（Ἣ）18㧦30㨪19㧦45 

  場 所㧦喜界↸ᓎ場 

  テーࡑ㧦「喜界島方言の特徴」 

 ネリスト రජ⪲ᄢ学ᢎ᝼         ᧻本ᵏ丈ࡄ  

        ℄⃿ᄢ学ᢎ᝼          ⁚ୀ❥ਭ 

        日本学ⴚᝄ⥝会外国ੱ特೎研究ຬ ト࡜ࡍ・ࡑール 

        日本学ⴚᝄ⥝会特೎研究ຬ    ᣂ᳗ᖘੱ 

  ม 会   国立国語研究所         ᧁㇱᥰሶ 

喜界↸ᢎ育ᢥ化⻠Ṷ会の記੐（ධᶏ日日ᣂ⡞ 9 月 15 日ᦺೀ） 
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㧟㧚２ ḧ࿾඙㜞㦂⠪ቇ⚖ 
ḧ地඙高㦂者学⚖ 

  日 時㧦9 月 11 日（࿯） 14㧦00㨪16㧦00 

  場 所㧦喜界↸中ᄩ公᳃㙚 

  テーࡑ㧦「喜界島方言について」 

  ⻠Ṷ者㧦国立国語研究所  ᧁㇱᥰሶ 

 

㧟㧚㧟 ༑⇇㜞ᩞࠠ࠶ࠕࠕ࡝ࡖプࠟࠗࠬࡦ࠳ 

喜界高ᩞࠠࡖリ࠶ࠕࠕプࠟࠗ࠳ンス 

  日 時㧦9 月 13 日（月） 15㧦20㨪16㧦10 

場 所㧦喜界高ᩞ 

⻠Ṷ者㧦௾೑古幹㓶・ᐔጊ⌀ᄹ美・㊀㊁⵨美 

 

 
ンスの記੐（奄美ᣂ⡞࠳プࠟࠗ࠶ࠕࠕリࡖࠠ 9 月 14 日ᦺೀ） 
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㧟．喜界島方言の概要 
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ᧁㇱᥰሶ「喜界島方言の音㖿」 

喜界島方言の音㖿 

ᧁㇱ ᥰሶ 

 

 ߦ߼ߓߪ １

 

 喜界島の方言は，ർㇱとධㇱで特⦡がかなり異なっている。଀え߫，ർㇱではᲣ音の種

類が i， ï，u，e，ë，o，a の㧣種類であるのにኻし，ධㇱでは i，u，e，o，a の㧡種類

である。また，「⧎」がർㇱではpanaないしɸana と発音されるのにኻし，ධㇱではhana 
と発音される。ർㇱとධㇱのこのような違いを⠨ᘦして，中本・中᧻（����）では，喜界

島ർㇱを奄美ᄢ島方言，ᓼਯ島方言などと一✜にしてർ奄美方言とし，喜界島ධㇱを沖᳗

⦟ㇱ島方言，ਈ⺰島方言などと一✜にしてධ奄美方言としている。 

 

࿑１ ℄⃿方言の඙↹（中本ᱜᥓ・中᧻┻㓶 1984 による）  

             東日本方言  

       本࿯方言  ⷏日本方言  ⼾日方言  

    ਻Ꮊ本方言  ⢈╳方言  

      ⮋㓈方言  

                奄美ᄢ島方言  

          ർ奄美方言  ᓼਯ島方言  

日本⻉方言      奄美方言    喜界島ർㇱ方言  

          喜界島ධㇱ方言 

    ർ℄⃿方言      ධ奄美方言  沖᳗⦟ㇱ島方言  

                 ਈ⺰島方言  

  ℄⃿方言      ർ沖縄方言  

      沖縄方言  

        ධ沖縄方言  

      ች古方言  

    ධ℄⃿方言  八㊀ጊ方言  

      ਈ㇊国方言  

 

 
 

本┨では，2010 年 9 月に実ᣉした喜界島方言の調査データをもとに，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，

Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，中㉿，⨹ᧁの㧥地点の音㖿・音声を概ⷰする。  
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２ ↪଀の⴫⸥法ߡ޿ߟߦ 
 

以下では，喜界島方言のౕ૕的な↪଀を上ߍながら音㖿の特徴を⷗ていくが，ᦨೋに↪

଀の表記の方法について⺑明しておく。まず，↪଀はすߴて国㓙音声ሼᲣ（ IPA）で表記

する。だれでも⺒めるようにするためには，ࠞタࠞ࠽を૬記する必要があるが，ここでは

とりあえず，国㓙音声ሼᲣのߺで表記した。 

次に，表記上の注ᗧ点について述ߴておく。それぞれの音の⹦⚦やバリエーション，音

㖿的解㉼などについては，各㗄目のとこࠈで⺑明する。 

ԘᲣ音について。ᓥ来，喜界島方言のᲣ音は，i，ï，u，e，ë，o，a のᢥሼで表記され

ることが多かったが，このうߜ ï については，本報告書では ï ではなく Ԍ を↪いる。

੹࿁の調査の▸࿐では，「目」「手」「ᩮ」などの語にあらわれるᲣ音の中⥠性がそれ

ほどᒝくなく，中⥠Უ音の ï というよりも，✭ߺᲣ音の Ԍ と⠨える方がよいと್ᢿし

たからである。 
ԙ Უ音が語㗡にくる場合，ㅢᏱは⋥೨に声㐷㐽㎮音を઻う。これは「প」で表記する（଀㧦

পa，পi）。ただし，語㗡の声㐷㐽㎮がᒙまって発音される場合がある。そのような場

合には，「প」をઃけずに，a，i のように表記する。 
Ԛ 語㗡の㒖ኂ音（㐽㎮音・⎕ᡂ音）には，༄㗡化音（ή᳇音）と㕖༄㗡化音（有᳇音）

の２種類があらわれる。また，P のような㥦音にも༄㗡化音があらわれる。༄㗡化

音は，ሶ音のฝ⢋に「ফ」の⵬ഥ記ภをઃけて表記し（଀㧦Nফ，Wফ，Pফ），㕖༄㗡化音

は⵬ഥ記ภをઃけずに表記する（଀㧦N，W，P）。㕖༄㗡化音はᄢなり小なり᳇音を

઻って発音されるので，「ф」の⵬ഥ記ภをઃけて表記するという立場もあるが，すߴ

ての㕖༄㗡化音に「ф」をઃけるのはᾘ㔀であるし，「ফ」がઃいていないことによっ

て༄㗡化音と඙೎することができるので，ේೣとして㕖༄㗡化音には「ф」をઃけず

に表記する。᳇音がᒝく⡞こえる場合にのߺ，ሶ音のฝ⢋に「ф」をઃけて表記する

（଀㧦Nф，Wф）。 
ԛ 語中では༄㗡化音・㕖༄㗡化音がኻ立せず，普ㅢは༄㗡化音があらわれる。ᓥって，

本来なら߫語中の㐽㎮音のሶ音すߴてに「ফ」の⵬ഥ記ภをઃけるߴきであるが，表

記がᾘ㔀になるのをㆱけるために，「ফ」の⵬ഥ記ภは⋭⇛した。ただし，༄㗡化がᒝ

い場合には「ফ」の⵬ഥ記ภをઃける。その⚿果，語中の㐽㎮音には「ফ」がઃいてい

るものとઃいていないものがᷙ࿷することとなったが，ਔ者は音㖿的な違いではな

い。  

Ԛとԛを࿑にまとめておく。 

  



14

ᧁㇱᥰሶ「喜界島方言の音㖿」 

          ༄㗡化音 㧦Nফ，Wফ，Pফ̖で表記する。 
      語㗡  
          㕖༄㗡化音㧦N，W，P̖で表記する。 
       ただし，᳇音がᒝい場合は Nф，Wф̖で表記する。 
㐽㎮音      
      語中    ㅢᏱは༄㗡化音だが，N，W，P̖で表記する。 
      ただし，༄㗡化がᒝい場合は Nফ，Wফ̖で表記する。 
 
Ԝ ࠕクセントは次の記ภであらわす。 =㧦音調の上がり目。 ?㧦音調の下がり目。 

この他，ή࿁╵やⶄ数࿁╵╬，↪଀のឭ␜方法については以下のㅢり。 

ԝ 調査時㑆の㑐ଥ╬で質໧しなかった㗄目には「��」を，質໧したけれども࿁╵がᓧ

られなかった㗄目には「NR」を記౉する。 

Ԟ ⶄ数࿁╵や語形にំれがある場合，同一⹤者内での૬↪やំれについては「㧛」で

඙ಾって語形を૬記し，異なる⹤者㑆での違いやំれについては「��」で඙ಾって語

形を૬記する。地域によるᏅは「・」で඙ಾって２語を૬記する。 

ԟ↪଀の㗄目⇟ภは，⾗ᢱ集の「基␆語ᒵ１」の㗄目⇟ภである。↪଀を「基␆語ᒵ２」

からណった場合は，⇟ภのᦨೋに「2-」をઃけて「2-żż」のように表記する。 

 

㧟㧚 ༑⇇ፉ方⸒のᲣ㖸  

 

㧟㧚１ ᓥ᧪の研究  

ᓥ来の研究では，喜界島ർㇱではᲣ音が㧢ないし㧣種類，ධㇱでは㧡種類と言われてい

る。中本（1976）によると，このようなᲣ音૕♽は次のようにして成立したという。まず，

中本（1976）では，⃻࿷の℄⃿⻉方言のᲣ音の಴発点を i，u，e，o，a の㧡Უ音において

いる。ここ߳ㅪᲣ音 au のⲢ合によって ɬ৸ が発↢し，これにより，oψu のᄌ化がᒁき⿠こ

される。これとਗ行して，೨⥠Უ音でもㅪᲣ音 ai のⲢ合によって ͑৸ が↢ߓ，eψëψï の

ᄌ化がᒁき⿠こされる。ɬ৸ と ͑৸ はそのᓟ，o৸ ，e৸ としてቯ⌕し，i，ï，u，e，o，a の
㧢Უ音૕♽ができあがる。これにさらにㅪᲣ音 aeψë৸ がടわったのが，ർ奄美方言の㧣

Უ音૕♽である。そのᓟ，ධ奄美方言では中⥠性が失われ，ï は i に合ᵹ，ë は e に合ᵹし，

i，u，e，o，a の㧡Უ音૕♽ができあがった（࿑㧠ෳᾖ）。 
 
࿑２ 奄美沖縄方言のᲣ音のផ⒖（中本 1976 より）  
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３．２ 母音の特徴  

母音の種類は，喜界島北部では７種類，喜界島南部では５種類である。ただし，表記法

の箇所で述べたように，「目」「手」「根」などの語にあらわれる母音は，それほど中舌性が

強くない。従って，以下では ɪ で表記する。また，同じ地域でも，直前の子音との関係で

母音の発音が異なる場合がある。以下，９地点の母音を比較しながら，（１）狭母音，（２）

半広母音，（３）広母音の順で見ていこう。  

 

（１）狭母音  

 狭母音は，北部の小野津，志戸桶では i，ɪ，u の３種類，それ以外の地域では i， u の
２種類である。まず，北部でも南部でも i であらわれる語を表 1.1~表 1.5 にあげる。  

これらの i は，東京方言の i に対応している。ただし，志戸桶では表 1-1 の「実」，「網」

にみられるように，両唇音 mのあとでは ɪ があらわれることがある。また，表 1-5 の「汗」

「風」の i は，東京方言の e に対応している（網掛け部分）。  

 
表 1-1 母音 i 
  項目番号 
    単語 
地域 

7 6 101 118 162 131 177 
日 実 耳 網 味噌 波 海 

①小野津 [pi [mi]ː mi[mi a[mi mi[su na[mi ʔu[mi 
②志戸桶 ti[da [mɪ]ː mi[mi ʔa[mɪ mi[su na[mi [ʔu]mi 
③塩道 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
④坂嶺 [pi]ː [mi]ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑤阿伝 [ti]da(太陽) mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑥上嘉鉄 çi na[ɾi mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑦湾 -- mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑧中里 çi[ː／[çi]ː mi[ː mi[mi ʔa[mi mi[su na[mi [ʔu]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː mi[mi a[mi mi[su na[mi [u]mi 

 
表 1-2 母音 i 
 項目番号  
   単語  
地域 

83 48 199 2 66 76 
紙 首 足袋 血 道 蜂 

①小野津 [ha]bi [nu]bu[i ta[bi [ʨˀi]ː [mi]ʨi [pa]ʨi 
②志戸桶 ha[bi [kˀu]bi [ta]bi [ʨi]ː／[ʨiː [mi]ʨi [pa]ʨi 
③塩道 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨˀi[ː mi[ʨi pa[ʨi 
④坂嶺 ha[bi kˀu[bi [ta]bi ʨi[ː -- -- 
⑤阿伝 ha[bi nu[bi]ː [ta]bi ʨi[ː mi[ʨi pʰa[ʨi 
⑥上嘉鉄 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑦湾 -- kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi -- 
⑧中里 ha[bi kˀu[bi [tʰa]bi ʨˀi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
⑨荒木 ha[bi kˀu[bi ta[bi ʨi[ː mi[ʨi [ha]ʨi[ː 
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表 1-3 Უ音 i 

 
表 1-4 Უ音 i 

 
表 1-5 Უ音 i 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

16 36 153 38 64 

⩄ Ⳝ 㝩 Ⳟ ㊉ 

Ԙ小㊁ᵤ >n՝i@Pu>߾u Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >a@৸>n՝i@৸ >Nফu@n՝i 
ԙᔒᚭ᪖ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ >পu@n՝i >পa@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
ԚႮ㆏ n՝i >৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >a@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
ԛဈᎨ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >পa@৸>n՝i@৸ Nফu>n՝i 
Ԝ㒙વ �� >Сai@ِ u>n՝i >a@৸> ҩ@৸ Nফu>Сi 
ԝ上ཅ㋕ n՝i>৸ Сa>i@৸ পu>n՝i পa>i Nফu>Сi 
Ԟḧ n՝i>৸／n՝i>Pu@Wu Сa>n՝i@৸ o>n՝i পa>n՝i �� 
ԟ中㉿ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i a>n՝i Nফu>n՝i 
Ԡ⨹ᧁ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i a>n՝i Nu>Сi／Nu>غi 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

49 125 32 252 
்  時  ฝ  ఻  

Ԙ小㊁ᵤ >Nফi@]u >Wu@Ni n՝i>n՝i@৸ >u@Va>Сi 
ԙᔒᚭ᪖ >Nফi@]u Wu>Ni >Pi@غi >পu@Va>غi 
ԚႮ㆏ Nফi>]u 15 >Pi@Сi u>Va@Сi 
ԛဈᎨ Nফi>ˌu Wфu>Ni >Pi@Сi �� 
Ԝ㒙વ ߽i>Gu Wu>Ni >Pi@Сi পu>Va@Сi 
ԝ上ཅ㋕ ߽i>Gu >Gu@߽i>৸ >Pi@Сi পu>Va@Сi 
Ԟḧ ߽i>Gu 15 >Pi@Сi u>Va@Сi 
ԟ中㉿ ߽i>]u �� Pi>Сi >পuVaСi 
Ԡ⨹ᧁ Ni>]u Wu>Ni Pi>Сi u>Va@Сi 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

161 31 197 96 75 

᳝  ⣶，ᓟࠈ  ᳨  ⢀  㘑  

Ԙ小㊁ᵤ ɪi>ޞu >hu@ɪi a>ɪi >pi@ॼi／>ɸi@ॼi >ha@ॼi 
ԙᔒᚭ᪖ ɪi>ޞu >hu@ɪi পa>ɪi pi>ॼi >ha@ॼi 
ԚႮ㆏ ɪi>ޞu hu>ɪi a>ɪi pi>ॼi ha>Gi 
ԛဈᎨ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi pi>ˍi �� 
Ԝ㒙વ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi oi>ॼi ha>Gi 
ԝ上ཅ㋕ ɪi>ޞu >ɸu@ɪi পa>ɪi oi>ॼi ha>Gi 
Ԟḧ ɪi>ޞu hu>ɪi পa>ɪi oi>ॼi �� 
ԟ中㉿ ɪi>ޞu ɸu>ɪi／hu>ɪi পa>Ve oi>ॼi ha>Gi 
Ԡ⨹ᧁ ɪi>ޞu ɸu>ɪi a>ɪi oi>ॼi ha>ॼi 
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次に，喜界島北部の小野津，志戸桶で ɪ，他の地域で i があらわれる語をあげる。  
表 2-1 母音 ɪ・i 

 
表 2-2 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

11 233 73 259 247 148 

手 表 筆 百足 情け 怪我 

①小野津 tɪ[ː [u]mu[tɪ pu[di [mu]ka[ʑi [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
②志戸桶 tɪ[ː [u]mu[tɪ [ɸu]dɪ [mu]ka[dɪ [na]sa[kɪ kɪ[ɡa 
③塩道 ti[ː [u]mu[ti pu[di／ɸu[di mu[ka]di na[sa]ki ki[ɡa 
④坂嶺 ti[ː [ʔu]mu[ti -- nu[ka]de -- kɪ[ɡa 
⑤阿伝 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [a]mi[da]ː NR -- 
⑥上嘉鉄 ti[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di mu[ka]de na[sa]ki kʰi[ɡa 
⑦湾 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[de mu[ka]di NR -- 
⑧中里 tʰi[ː [ʔu]mu[ti ɸu[di [mu]ka[di -- ki[ɡa／kɪ[ɡa 
⑨荒木 ti[ː [u]mu[ti ɸu[di mu[ka]de -- ke[ɡa 

 
表 2-3 母音 ɪ・i 
項目番号  
   単語  
地域 

24 89 102 105 165 188 

根 胸 骨 脛 船 種 

①小野津 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ／ɸu[nɪ su[nɪ pu[nɪ ta[nɪ 
②志戸桶 nɪ[ː [mu]nɪ pu[nɪ]ː su[nɪ ɸu[nɪ ta[nɪ 

③塩道 
[hiɴ] pi[nʲi]ː 
(木の根の毛) mu[ni ɸu[ni]ː [muke]zu[ne 

(向こう脛) [ɸu]ni ta[ni 

④坂嶺 ni[ː／[mu]tu mu[ni [pʰu]ni [su]ni [pʰu]ni tʰa[ni 
⑤阿伝 ni[ː mu[ni ɸu[ni su[ni [ɸu]ni  ta[ni 
⑥上嘉鉄 [ni]mu[tu mu[ni [ɸu]ni su[ni ɸu[ni tʰa[ni 
⑦湾 nɪ[ː mu[nɪ [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ tʰa[nɪ 
⑧中里 nɪmutu mu[nɪ [ɸu]nɪ su[nɪ [ɸu]nɪ ta[nɪ 
⑨荒木 mu[tu(元) mu[ne [ɸu]nɪ su[ne [ɸu]nɪ ta[ne 

項目番号  
   単語 
地域 

14 12 203 114 122 

屁 目 雨 豆 瓶 

①小野津 pɪ[ː／ɸɪ[ː mɪ[ː a[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
②志戸桶 pɪ[ː mɪ[ː ʔa[mɪ ma[mɪ ha[mɪ 
③塩道 pi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
④坂嶺 ɸi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑤阿伝 pi[ː／ɸi[ː mi[ː a[mi ma[mi [ha]mi 
⑥上嘉鉄 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi ha[mi 
⑦湾 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi [ha]mi 
⑧中里 çi[ː mi[ː ʔa[mi ma[mi／ma[mɪ [ha]mi 
⑨荒木 çi[ː mi[ː a[mi ma[mi／ma[me [ha]mi 
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ᧁㇱᥰሶ「喜界島方言の音㖿」 

 小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖の Ԍ は，東京方言の e にኻᔕしている。೨述のとおり，ᓥ来の報告書で

は，このᲣ音は ï で表記される場合が多かったが，喜界島方言の Ԍ は中⥠性があまりᒝく

ない。表 1.1㨪1.5 の i がᒛりᲣ音であるのにኻし，このᲣ音は✭ߺᲣ音の Ԍ である。੹࿁

の調査の▸࿐から i と Ԍ のࡑ࠾ࡒルࠕࡍをᜪうと，小㊁ᵤ方言では次のようなࠕࡍをあߍ

ることができる。 
 
    Pi৸�実�㧦PԌ৸�目� aPi�✂�㧦aPԌ�㔎� pi�日�㧦pԌ৸�ያ�（⍴Უ音，㐳Უ音の違いあり） 
 

ᔒᚭ᪖ではవに述ߴたように，P のᓟでは೨⥠⁜Უ音が Ԍ になるので，ࡑ࠾ࡒルࠕࡍを

តすのが㔍しい。ࡑ࠾ࡒルࠕࡍではないが，次のようなࠕࡍがある。 
 

pԌ৸�ያ�㧦piޞu�ᤤ� পuPi�ᶏ�㧦পaPԌ�㔎�  naPi�ᵄ�㧦PaPԌ�⼺� 
  
 喜界島中ㇱのႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨでは， Ԍ がほとࠎどあらわれず，小㊁ᵤやᔒᚭ

᪖の i と Ԍ がどߜらも i と発音される。ᓥって，「実」と「目」，「✂」と「㔎」はそれぞ

れ同音になり，඙೎されない。 
 

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖   i Ԍ পaPi�✂� পaPԌ�㔎� 

  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ i i পaPi�✂� পaPi�㔎� 
 

喜界島ධㇱの中㉿では，小㊁ᵤやᔒᚭ᪖の i には i がኻᔕし，Ԍ には i ないし Ԍ がኻᔕす

る。表 2-1「⼺」，表 2-2「ᕋᚒ」のように，同一語の発音が i と Ԍ のਔ方で発音されること

から，「⼺」「ᕋᚒ」にあらわれる i と Ԍ はバリエーションの㑐ଥにあり，音㖿的にはኻ立

しないと⠨えられる。一方，「✂」などの語にあらわれる i は，中㉿では㕖Ᏹに቟ቯしてい

て，Ԍ との㑆をំれることはない。ᓥって，中㉿では቟ቯした i と，i ないし Ԍ の㑆をំれ

る i㧛Ԍ があることになる。ただし，ሶ音 n のᓟでは i㧛Ԍ ではなく，Ԍ で቟ቯしている（表

2-3 の「⢷」「㛽」「⣊」「⦁」「種」）。これについてはᓟに述ߴる。 
 
  小㊁ᵤ   i Ԍ aPi�✂�  PaPԌ�⼺�   punԌ�⦁� 

 中㉿  i i㧛Ԍ  পaPi�✂� PaPi㧛PaPԌ�⼺�  ɸunԌ�⦁� 

 
 ධㇱのḧ，⨹ᧁでは，小㊁ᵤやᔒᚭ᪖の Ԍ が，i ないし e で発音される。e は共ㅢ語的な

発音があらわれたのかもしれないが，他の集落ではこれらのන語に e があらわれることは

ないので，ḧ，⨹ᧁの特徴としてあߍておく。また，⋥೨のሶ音が n の場合には Ԍ があら

われる。n のᓟの Ԍ については，中㉿の Ԍ とあわせてᓟに述ߴる。 
 
  小㊁ᵤ   i Ԍ  aPi�✂�  PaPԌ�⼺�   punԌ�⦁� 

 ⨹ᧁ  i i㧛Ԍ㧛e  aPi�✂�  PaPi㧛PaPe�⼺�  ɸunԌ�⦁� 
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 以上の喜界島⻉方言の೨⥠⁜Უ音の状ᴫをまとめておこう。 
 
  東京     i  e  aPi�✂�  aPe�㔎�  ɸune�⦁� 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖   i  Ԍ  aPi�✂�  aPԌ�㔎�  ɸunԌ�⦁� 

  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ i  i  পaPi�✂� পaPi�㔎�  ɸuni�⦁� 

 中㉿    i  i㧛Ԍ  পaPi�✂� PaPi㧛PaPԌ�⼺� ɸunԌ�⦁� 

 ḧ，⨹ᧁ   i  i㧛Ԍ㧛e aPi�✂�  PaPi㧛PaPe�⼺� ɸunԌ�⦁� 

 
 次に，వに保⇐したሶ音 n のᓟの i，Ԍ について⷗てߺよう。వに述ߴたように，小㊁ᵤ，

ᔒᚭ᪖の Ԍ は，中㉿で i㧛Ԍ，ḧ，⨹ᧁでは i㧛e であらわれるが，n のᓟに㒢っては，中㉿，

ḧ，⨹ᧁとも Ԍ で቟ቯしている。つまり，中㉿，ḧ，⨹ᧁでも n のᓟでは小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖

と同ߓように，೨⥠Უ音に i と Ԍ の２種類のᲣ音があらわれるのである。 
 
   「⩄」  「Ⳝ」  「㝩」  㧦 「ᩮ」  「⢷」  「⦁」 
  小㊁ᵤ n՝inu߾u Сan՝i৸  পun՝i  㧦  nԌ৸   PunԌ  punԌ 
  中㉿  n՝i৸   Сan՝i৸  পun՝i  㧦  nԌPuWu  PunԌ  ɸunԌ 
  ḧ   n՝i৸   Сan՝i৸  on՝i  㧦  nԌ৸    PunԌ  ɸunԌ 
  ⨹ᧁ  n՝i৸   Сan՝i৸  on՝i  㧦   �PuWu�   Pune  ɸunԌ 

 
 それと同時に，各地ともᲣ音 i の೨では n のሶ音がญ⬄化して n՝ になっている。つまり，

n՝i と nԌ はᲣ音の違いによって඙೎されていると同時に，ሶ音のญ⬄化の有ήによっても

඙೎されているのである。 
 n のญ⬄化の有ήという点でいえ߫，i と Ԍ の඙೎を持たないႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ

でもሶ音が n の場合には，ሶ音のญ⬄化の有ήによって「⩄」と「ᩮ」が඙೎されている。 
 

   「⩄」 「Ⳝ」  「㝩」 㧦 「ᩮ」     「⢷」  「⦁」 
Ⴎ㆏  n՝i৸  Сan՝i৸   পun՝i 㧦 �hiِ pin՝i৸�    Puni ɸuni৸ 

  㒙વ  ��   �Сaiِ�  u>n՝i 㧦 ni>৸㧛niPuWu Puni ɸu>ni 
  上ཅ㋕ n՝i৸   �Сai৸�  পu>n՝i 㧦  niPuWu    Puni ɸuni 
  ဈᎨ  n՝i৸  Сan՝i৸  পu>n՝i 㧦  ni৸        Puni pфuni 

  
に，⹤者は「⩄」と「ᩮ」の発音の違いを明⏕にᗧ⼂しており，調査者が「ᩮ」ߺなߜ

の発音をまߨるときに，少しでも n がญ⬄化していると，2. が಴ない。また，ጤୖ(1941)

（ᣧ↸᧛㒙વ集落を中ᔃとする言⪲）では，「「ネィ」はާniިで⩄‛╬の「࠾」と඙೎が

ある」（ጤୖ 1941㧦18）と述ߴられている。 
 

 以上をᢛℂすると，以下のようになる。 
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       「⩄・Ⳝ・㝩」╬ 㧦「ᩮ・⢷・㛽」╬ 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖    n՝i  㧦  nԌ 
  Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ  n՝i  㧦 ni 
  中㉿，ḧ，⨹ᧁ   n՝i  㧦 nԌ 
 
小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖に㑐しては，⋥೨がどのようなሶ音であっても L と Ԍ の２種類のᲣ音が

あらわれるので，n՝i と nԌ の඙೎も，Უ音の違いによるとこࠈがᄢきいと⠨えられる。こ

れとኻᾖ的なのがႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨで，これらの地域ではどのようなሶ音のᓟで

も，೨⥠⁜Უ音には L の１種類しかあらわれない。ᓥって，n՝i と ni の඙೎は，ሶ音のญ

⬄化の有ή（n՝と n）によって行われていることになる。 
 ධㇱの中㉿，ḧ，⨹ᧁに㑐しては，n՝i と nԌ の඙೎をᲣ音の違いが支えているのか，ሶ

音のญ⬄化の有ήが支えているのか，ਔ方の解㉼のน⢻性があるが，中㉿ではਇ቟ቯなが

ら，n 以外のሶ音のᓟでも Ԍ があらわれる。ᓥって，n՝i と nԌ の違いにもᲣ音の違いが㑐ਈ

していると⠨えるのがよいとᕁわれる。それにኻし，ḧ，⨹ᧁでは n 以外のሶ音のᓟでは

Ԍ があらわれない。そうすると，nԌ のためだけにᲣ音の種類を１つჇやすよりも，n のญ⬄

化の有ήが n՝i と nԌ の඙೎を支えていると⠨える方がよいとᕁう。 
 喜界島ධㇱ方言の Q のญ⬄化については，すでにᄢ㊁(2002)に次のようなᜰ៰がある。

「この音声実態は以下（ḧ方言の語଀）に␜すとおりᲣ音の実質によるኻ立というよりは，

ሶ音ㇱ分のญ⬄化の有ήによるኻ立と⷗なすことができる。 
 �㊉�iص⡺� Nu�iNuص  �⩄�i৸ص㧦 ࠾  
  ネィ㧦Qi৸�ᩮ�  hani�㊄� Puni�⢷� 」（ᄢ㊁ 2002㧧6）  

 歴史的には，  

 Ԙ 小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖のように，どのようなሶ音のᓟでもᲣ音 i と Ԍ がኻ立する૕♽。  

 ԙ Ԍ㧪i のᄌ化が進むが，まだቢ全には Ԍ が i に合ᵹせず，Ԍ と i をំれている中㉿のよう

な状態（ただし，n のᓟでは Ԍ）。  

 Ԛ Ԍ㧪i のᄌ化がさらに進ߺ，n のᓟを㒰いて Ԍ が i ߳合ᵹしたḧ，⨹ᧁのような状態。  

 ԛ n のᓟでも Ԍ㧪i のᄌ化が進ߺ，Ԍ がቢ全に i に合ᵹしたႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨの

ような状態。n のᓟではሶ音のญ⬄化の有ήの違い（n՝と n）に L と Ԍ の違いが෻映さ

れている）。 
のような⚻✲をたどったものとᕁわれる。次には以下のようなᲑ㓏が੍ᗐされる。  

 Ԝ Ԍ がቢ全に i に合ᵹし，n のᓟでも Ԍ と i の違いの∥〔をとどめない状態。 
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次に，ᓟ⥠⁜Უ音の u について⷗てߺよう。喜界島方言の u は，東京方言の u と o にኻ

ᔕしている。地域によっては o があらわれることがある（表 3-2 の✂ដけㇱ分）が，共ㅢ

語的な発音が࿁╵されたものとᕁわれる。また，ワ行のࡥに↱来する音が wu または Сu で

あらわれることがある（表 3-3 の✂ដけㇱ分）。  

 

表 3-1 Უ音 u 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

40 86 133 177 59 89 

‐  ᱌  㚍  ᶏ  ⯻  ⢷  

Ԙ小㊁ᵤ >পu@ɪi >পu@Wa u>Pa পu>Pi >Pu@ɪi >Pu@nԌ 
ԙᔒᚭ᪖ >পu@ɪi >পu@Wa পu>Pa >পu@Pi >Pu@ɪi >Pu@nԌ 
ԚႮ㆏ u>ɪi পu>Wa পu>Pa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
ԛဈᎨ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi �� Pu>ni 
Ԝ㒙વ u>ɪi u>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
ԝ上ཅ㋕ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>ni 
Ԟḧ পu>ɪi পu>Wa >Pফa >পu@Pi Pu>ɪi Pu>nԌ 
ԟ中㉿ পu>ɪi পu>Wa >Paপ >পu@Pi Pu>ɪi Pu>nԌ 
Ԡ⨹ᧁ u>ɪi u>Wa >Pফa >u@Pi Pu>ɪi Pu>ne 

 
表 3-2 Უ音 u 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

85 112 8 151 194 100 31 115 

音  ⷫ  ⮺  ‛  ⣽  ⢄  ⣶，ᓟࠈ  ☨  

Ԙ小㊁ᵤ >পu@Wu >Wu@ॼiWu�ಟ
೯� >Pu@৸ Pu>nu Pu>Pu Nফi>Pu >hu@ɪi hu>PԌ 

ԙᔒᚭ᪖ >পu@Wu পu>Ma >Pu@৸ >Pu@ِ Pu>Pu Nফi>Pu >hu@ɪi hu>PԌ 
ԚႮ㆏ u>Wu পu>Ma Pu>৸ Pu>ِ Pu>Pu ߽ফi>Pu hu>ɪi hu>Pi 
ԛဈᎨ পu>Wu u>Ma Pu>৸ Pu>nu Pu>Pu ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
Ԝ㒙વ u>Wu �� Po>৸ 15 �� ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu পu>Ma �� Pu>ِ Pu>Pu ߽i>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
Ԟḧ পu>Wu u>Ma Pu>৸ �� Pu>Pu �� ɸu>ɪi hu>Pi 
ԟ中㉿ পu>Wu পu>Ma �� Pu>ِ Pu>Pu ߽ফi>Pu ɸu>ɪi／

hu>ɪi 
ɸu>Pi／
ɸu>PԌ

Ԡ⨹ᧁ o>Wo u>Ma Po>৸ Pu>ِ ߽i>Pu Nu>Pu ɸu>ɪi ɸu>Pi 
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表 3-3 Უ音 u  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

34 38 36 33 175 

ᄦ  ᅚ  ฀Უ  ฀ῳ  おととい  

Ԙ小㊁ᵤ >u@Wu >u@na>غu u>Ea@৸ u>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >u@Wu >u@na>غu >পu@Ea>NNԌ@�৸�� >পu@Ea >পu@ِ>P؋i@৸ >Zu@W>Wi@৸ 
ԚႮ㆏ Zu>Wফu >Zu@na>Сu >পa@ِ>Pa@৸／পa>ni@৸ >Nফi@ِ>Nফa@৸ ZuW>Wফi@৸／ 

>Zu@W>Wi@৸ 
ԛဈᎨ Сu>Wu >Сu@na>غu পu>Ea@৸ পu>ॼi@৸ >Сu@W>Wфi@৸ 
Ԝ㒙વ Сu>Wu >Сu@na>u Сu>Ea Сu>ˍi �� 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu >Zu@na>u Zu>Ea পu>ˍi পuW>Wi@৸ 
Ԟḧ Zu>Wu >Zu@na>Сu Zu>Ea@৸ Zu>ˍi@৸ ZuW>Wফi@৸ 
ԟ中㉿ পu>Wu >পu@na>Сu পo>Ea@৸／পu>Ea পu>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
Ԡ⨹ᧁ পu>Wu >পu@na>؋u পo>Ea@৸ পu>ˍi@৸ �� 

 

 

（２）ඨᐢᲣ音  

 ඨᐢᲣ音の種類は，喜界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では e，ë，o の㧟種類，それ以外の地

域では e，o の２種類である。これらは，㐳Უ音としてあらわれるのがほとࠎどで，歴史的

にはㅪᲣ音のⲢ合により↢まれたものである。表 4，表 5 に e と ë の଀をあߍておく。  

 

表 4 Უ音 e  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

47 58 2-40 104 185 91 

㈬  ┻  ఱᒉ  ⣨  ⧣  ญ⬄  

Ԙ小㊁ᵤ >Ve@৸ >Ge@৸ >N՝o@৸>Ge@৸ u>Gi ne>৸ >পu@Wuغe>৸
ԙᔒᚭ᪖ >Ve@৸ >Ge@৸ �� >Сu@We>৸ ne>৸ >পa@Сu 
ԚႮ㆏ 

Ve>৸／
ɪe>৸ Ge>৸ >ɪo@৸>Ge@৸ >Сu@We>৸ ne>৸ পa>Сu 

ԛဈᎨ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi ne>৸ পa>Сu 
Ԝ㒙વ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ Wi>৸ ne>৸ >u@Wu>Me@৸ 
ԝ上ཅ㋕ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi／>Сu@We>৸ ne>৸ >পa@Сu 
Ԟḧ Ve>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ পu>Gi na>e পa>Сu 
ԟ中㉿ 

Ve>৸／
ɪe>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ >Сu@We>৸ �� পa>Сu 

Ԡ⨹ᧁ ɪe>৸ Ge>৸ >Vo@৸>Ge@৸ u>Ge／>Сu@We>৸ na>e a>Сo 
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表 5 Უ音 ë  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

68 202 210 2-156 

ⲗ  ೨  㗵  ධ㘑  

Ԙ小㊁ᵤ >pë@৸ Pë>৸ >Pë@৸>߽a@৸ >ɸe৸niɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >ɸë@৸／>pë@৸ Pë>৸ >Pë@৸>߽i@৸ ɸë>৸／>ɸë@ِNa>ˍi 
ԚႮ㆏ he>৸ >Pe@৸ >PeW߽i@৸��>Pe@৸>߽i@৸ pфe>৸ 
ԛဈᎨ pe>৸ >Pe@৸ >Pi@N>No@৸ >pe@৸ 
Ԝ㒙વ pe>৸／ɸe>৸ >Pe@৸ �� >ɸe@৸ 
ԝ上ཅ㋕ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ >he@৸ 
Ԟḧ he>৸ >Pe@৸ >PiW߽e@৸ >heِ@Na>Gi@৸  
ԟ中㉿ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ >h̑@৸ 
Ԡ⨹ᧁ he>৸ >Pe@৸ PiW>߽e@৸ �� 

 
 表 4 の「㈬」「┻」は語中の N が [ になり，[ の៺ᡂがᒙまった⚿果，Უ音ㅪ⛯が↢ߓた

もの（
VaNe㧪
Va[e㧪
Vae㧪
Vë৸㧪Ve৸，
GaNe㧪
Ga[e㧪
Gae㧪
Gë৸㧪Ge৸），「⣨」の СuWe৸ は

СoWai（੖૕）を語Ḯとする語，「ญ⬄」の পuWuغe৸ は
oWoغai（おとがい）を語Ḯとする

語，「ධ㘑」の ɸe৸，ɸë৸ は
pae（はえ）を語Ḯとする語で，いずれも ae，ai をもととして

いる。「㗵」の語Ḯはよく分からないが，「まえ߭たい」か。  

 小㊁ᵤとᔒᚭ᪖では，⋥೨のᲣ音がਔໃ音 p，P，ɸ の場合に ë৸（表 5 の✂ដけㇱ分）が

あらわれやすく，それ以外のሶ音のᓟでは e৸があらわれやすいようである（表 �）。  
 
 次に，o は次のような語にあらわれる。やはり，ほとࠎどが㐳Უ音で，歴史的には，au，

ao などのㅪᲣ音のⲢ合により↢ߓたもの（「ⱆ」は  
WaNo㧪
Wa[o㧪
Wao㧪Wo৸），あるいは

ṽ語↱来の語である。  
 
表 6-1 Უ音 o  

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

213 245 123 137 

㤕(こうߓ) ▖  ╀  ⱆ(たこ) 

Ԙ小㊁ᵤ  >ho@৸>ॼi >ho@৸>Ni >Vo@৸Ge>৸�ፘ೔� Wo>৸ 
ԙᔒᚭ᪖  >ho@৸>ॼi >po@৸>Ni >Ge@৸ق೔ك Wo>৸ 
ԚႮ㆏  >ho৸@ॼi >ɸo@৸>߽i >Vo@৸>Ge@৸／Ge>৸ Wo>৸ 
ԛဈᎨ  ho>৸@ॼi >po৸@߽i Va>o Wo>৸ 
Ԝ㒙વ  ho>৸@ॼi po>৸@߽i／ho>৸@߽i Ge>� Wo>৸ 
ԝ上ཅ㋕  >ho@৸>ॼi ho>৸@߽i Ge>৸ Wфo>৸ 
Ԟḧ  >ho৸@ˍi ho>৸@߽i >Vo@৸>Ge@৸ �� 
ԟ中㉿  >ho৸@ॼi ho>৸@߽i �� Wo>৸／>Wo৸
Ԡ⨹ᧁ  >ho৸@ॼi／ho>৸@ॼi ho>৸@߽i Ge>৸ Wo>৸ 
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表 6-2 Უ音 o  
㗄目⇟ภ 

න語 
地域  

2-40 2-45 2-83 

ఱᒉ  ⷫᚘ  㐷  

Ԙ小㊁ᵤ  >N՝o@৸>Ge@৸ >ɸa@ޞo৸>ˍi@৸ ˍo>৸ 
ԙᔒᚭ᪖  �� >ha@ޞo৸>ˍi@৸ ˍo>৸ 
ԚႮ㆏  >ɪo@৸>Ge@৸ pфa>ޞo৸@ˍi >ˍo৸ 
ԛဈᎨ  >Vo@৸>Ge@৸ pa>ޞo@৸>ॼi@৸  >ˍo@৸ 
Ԝ㒙વ  >Vo@৸>Ge@৸ >ɸa@ޞo৸>ˍi >ˍo@ِNu>߽i@৸／>ˍo@৸ 
ԝ上ཅ㋕  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸／>Vo৸Ge@ِ>߽a@৸ >ˍo@৸ 
Ԟḧ  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 
ԟ中㉿  >Vo@৸>Ge@৸ >haޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 
Ԡ⨹ᧁ  >Vo@৸>Ge@৸ ha>ޞo@৸>ˍi@৸ >ˍo@৸ 

 

 

（㧟）ᐢᲣ音  

 ᐢᲣ音はどの地域でも a の１種類である。表 7 に଀をあߍる。  
 
表 7 Უ音 a 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

9 10 37 42 70 128 

⪲  ฬ  ♄  ㊄  㥦  ጊ  

Ԙ小㊁ᵤ >pa@৸ >na@৸ Na>i@৸ >Na@ne >pa@na Ma>Pa 
ԙᔒᚭ᪖ >pa@৸ >na@৸ Na>i@৸ >ha@nԌ >pa@na Ma>Pa 
ԚႮ㆏ pa>৸ na>৸ Na>i 15 pa>na Ma>Pa 
ԛဈᎨ 

pa>৸／
ɸa>৸ na>৸ Na>Mu ha>ni／[a>ni �� Ma>Pa 

Ԝ㒙વ pa>৸ na>৸ Na>i ha>ni pфa>na Ma>Pa 
ԝ上ཅ㋕ ha>৸ na>৸ >Nфa@i>৸ ha>ni ha>na Ma>Pa 
Ԟḧ ha>৸ >na@Pa>i Nфa>i ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
ԟ中㉿ ha>৸ na>৸ Nфa>i／Nфa>Mu ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
Ԡ⨹ᧁ ha>৸ >na@Pa>i >Na@i>৸ ha>ni／ha>nԌ ha>na Ma>Pa 
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㧟㧚㧟 ༑⇇ፉ⻉方⸒のᲣ㖸㖸⚛目㍳  

 喜界島各地のᲣ音の音⚛目録を以下にあߍておく。  

 

⍴Უ音  

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖     中㉿       Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，⨹ᧁ 

 i     Ԍ   u     i  �i㧛Ԍ�  u       i      u 

    a         a             a 

 
㐳Უ音  

  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖     中㉿       Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ဈᎨ，ḧ，⨹ᧁ 

i     Ԍ৸   u৸  i৸ �i৸㧛Ԍ৸�   u৸      i৸         u৸ 
  e৸   ë৸   o৸      e৸    o৸        e৸    o৸ 
    a৸          a৸            a৸ 
 

 

࿑㧡 喜界島⻉方言のᲣ音૕♽（⍴Უ音）  

志
戸
桶

小
野
津

塩
道

坂
嶺

阿
伝

湾
中
里

上
嘉
鉄

荒
木

i (i/ɪ ) u 
a 

i u
a

i ɪ  u
a 

i ɪ  u
a 

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a

i u
a
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㧠 ༑⇇ፉ方⸒のሶ㖸  

 

㧠㧚１ ਔໃ㖸  

（㧠）ਔໃ㐽㎮音（ਔໃ៺ᡂ音） p b ɸ 

 ਔໃ㐽㎮音には p，b の２種類，ਔໃ៺ᡂ音には ɸ がある。  

 まず，p と ɸ はᲣ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨にあらわれる。↪଀を表 8-1㨪8-4 にあߍる。 
 
表 8-1 ਔໃ㐽㎮音 p㧛៺ᡂ音 ɸ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

9 13 33 69 7 72 

⪲  ᱤ  ⠀  ▫  日  㜯  

Ԙ小㊁ᵤ >pa@৸ pa>৸ >pa@nԌ >pa@Nu >pi >pi@nԌ 
ԙᔒᚭ᪖ >pa@৸ pa>৸ >pa@n՝i pa>Nu Wi>Ga >pi@n՝i／

>pi@غi 
ԚႮ㆏ pa>৸ pa>৸ pa>ni／pa>n՝i pa>Nu >Wi@Ga pi>n՝i 
ԛဈᎨ pa>৸／ɸa>৸ pa>৸／ɸa>৸ pa>ni �� >pi@৸ pi>ni 
Ԝ㒙વ pa>৸ pa>৸ pa>ni pфa>Nu >Wi@Ga pфi>Сi@৸ 
ԝ上ཅ㋕ ha>৸ ha>৸ ha>ni ha>Nu oi oi>Сi 
Ԟḧ ha>৸ ha>৸ ha>nԌ �� �� �� 
ԟ中㉿ ha>৸ ha>৸ ha>n՝i ha>Nu oi>৸／>oi@৸ oi>n՝i／ɸi>غԌ 
Ԡ⨹ᧁ ha>৸ >ha৸ ha>ni／hanԌ ha>Nu oi>৸ oi>nԌ�  

 
表 8-2 ਔໃ㐽㎮音 p㧛៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

96 249 14 166 68 245 

⢀  Ꮐ  ያ  ▍  ⲗ  ▖  

Ԙ小㊁ᵤ >pi@ॼi／>ɸi@ॼi >pi@ॼa>i pԌ>৸／ɸԌ>৸ he>ޞa >pë@৸ >ho@৸>Ni
ԙᔒᚭ᪖ pi>ॼi pi>Ga@i pԌ>৸ pi>ޞa／ɸi>ޞa >ɸë@৸／>pë@৸ >po@৸>Ni
ԚႮ㆏ pi>ॼi pi>Ga@i pi>৸ 15 he>৸ >ɸo@৸>߽i
ԛဈᎨ pi>ˍi pi>ॼa@i ɸi>৸ >pi@ޞa pe>৸ >po৸@߽i
Ԝ㒙વ oi>ॼi ɸi>Ga@i pi>৸／ɸi>৸ >pi@ޞa pe>৸／ɸe>৸ po>৸@߽i／

ho>৸@߽i
ԝ上ཅ㋕ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ 15 he>৸ ho>৸@߽i
Ԟḧ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ Va>ॼi�ፇ� he>৸ ho>৸@߽i
ԟ中㉿ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ oi>ޞa he>৸ ho>৸@߽i
Ԡ⨹ᧁ oi>ॼi oi>Ga@ޞi oi>৸ 15 he>৸ ho>৸@߽i
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表 8-3 ਔໃ㐽㎮音 p，៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

73 95 165 227 146 
╩  ౻  ⦁  ⴼ  ▵  

Ԙ小㊁ᵤ pu>Gi >pফu@Mu pu>nԌ puN>Nu／ɸuN>Nu ɸu>ɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >ɸu@GԌ >ɸu@Mu ɸu>nԌ ɸuN>Nu >pu@ɪi 
ԚႮ㆏ pu>Gi／ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@ni >ɸuN@Nu Eu>ɪi��pu>ɪi
ԛဈᎨ �� pu>Mu >pфu@ni >puN@Nu pu>ɪi 
Ԝ㒙વ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@ni >ɸuN@Nu �� 
ԝ上ཅ㋕ ɸu>Gi ɸu>Mu ɸu>ni >ɸuN@Nu >Eu@ɪi લ 
Ԟḧ ɸu>Ge ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu �� 
ԟ中㉿ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu／ɸuN>Nu ɸu>ɪi／ 

Eu>ɪi �ଽ஄ء�
Ԡ⨹ᧁ ɸu>Gi ɸu>Mu >ɸu@nԌ >ɸuN@Nu ɸu>ɪi 

 
表 8-4 ਔໃ㐽㎮音 p，៺ᡂ音 ɸ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

4 15 54 81 102 
Ꮤ  Ⓞ  ᤊ  ⤯  㛽  

Ԙ小㊁ᵤ >ɸu@৸ >pu@৸／>ɸu@৸ >pфu@ɪi >pu@Vu pu>nԌ／ɸu>nԌ
ԙᔒᚭ᪖ ɸu>৸ ɸu>৸ >ɸu@ɪi／>pu@ɪi >pu@Vu／>ɸu@Vu pu>nԌ@৸
ԚႮ㆏ ɸu>৸ >i@ninoPi>৸

�ഏभৰ� hu>ɪi pu>Vu ɸu>ni@৸ 
ԛဈᎨ pu>৸／ɸu>৸ pu>৸／ɸu>৸ �� pu>Vu >pфu@ni
Ԝ㒙વ ɸu>৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu ɸu>ni 
ԝ上ཅ㋕ ɸu>৸／>ɸu@৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu >ɸu@ni
Ԟḧ ɸu>৸ ɸu>৸ ho>ɪi ɸu>Vu >ɸu@nԌ 
ԟ中㉿ ɸu>৸ ɸu>৸ ɸu>ɪi ɸu>Vu >ɸu@nԌ 
Ԡ⨹ᧁ ho>৸ ho>৸ ɸu>ɪi oi>Vu >ɸu@nԌ 
  

 p があらわれる地域は，喜界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，中ㇱのႮ㆏，ဈᎨ，㒙વで（表

の✂ដけㇱ分），ධㇱの上ཅ㋕，ḧ，中㉿，⨹ᧁではこの૏⟎に h があらわれる。ർㇱの p

も㐽㎮性はかなりᒙく，ਔໃ៺ᡂ音 ɸ と自↱に੤ᦧする。また，ᓟធするᲣ音が u の場合，

特に東京方言の o にኻᔕする u の場合には，ർㇱでも p より ɸ が಴やすい（表 8-4 の「Ꮤ」

「Ⓞ」「ᤊ」「⤯」「㛽」）。  

 喜界島ධㇱでは h の異音として ç と ɸ があらわれる。ç はᓟធするᲣ音が i の場合，ɸ は

ᓟធするᲣ音が u の場合にあらわれる異音である。共ㅢ語的な発音かもしれないが，⨹ᧁ

では「Ꮤ」「Ⓞ」などの語に ho があらわれている。  

 

 次に，b は語㗡にはほとࠎどあらわれず，もっ߬ら語中にあらわれる。語㗡の E は小㊁

ᵤ，Ⴎ㆏，ဈᎨ，ḧの EiEiॼa৸（࠭ࡒࡒ）などに⷗られるが，これは m のᄌ化したものであ
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る。語中の b は東京方言の b にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ音は a，i，Ԍ，u。以下

に↪଀をあߍる。  
 
表 9 ਔໃ㐽㎮音 E 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

253 98 106 2-43 191 

࠭ࡒࡒ  ⥠  ᜰ  ሶଏ  ☸  

Ԙ小㊁ᵤ >Ei@Eiॼa>ޞa@৸ Vu>Ea >Mu@Ei >Za@ޞa>EԌ／
>Za@ޞa>Eࣶi 15 

ԙᔒᚭ᪖ >Pi@Pi>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei >Za@ޞa>EԌ ૊  u@Eu߾<
ԚႮ㆏ 

>Pi@Pi>ॼa@৸／
>Ei@Ei>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei Wফu>Eu 

ԛဈᎨ >Ei@Ei>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei  ফu>Eu߾
Ԝ㒙વ >Pi@Pi>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei �� 
ԝ上ཅ㋕ >Pi@Pi>Ga@৸ Vu>Ea Mu>Ei �� Wফu>Ga@৸／ 

Wфu>Ga@৸ 
Ԟḧ >EiEi@Ga>ޞa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei Wu>Eu／ 

Wu>Ga@৸�৵औः၄�
ԟ中㉿ >PiPi@ِGa>Ma@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei �� 
Ԡ⨹ᧁ >Pi@Pi>ॼa@৸ Vu>Ea Mu>Ei Za>ޞa@Ei u>Eu߾／u>Eu@৸߾

 
 
（㧡）ਔໃ㥦音 m 

 ਔໃ㥦音の P は，東京方言の P にኻᔕしている。Უ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨に立ߜ，

地域Ꮕはほとࠎどない。表 10-1，10-2 に↪଀をあߍる。「㚍」では༄㗡化した Pফがあらわ

れている（表の✂ដけㇱ分）。中㉿の Paপ は，語㗡の༄㗡化音が語ᧃの㐽㎮として発音さ

れたものとᕁわれる。 
 
表 10-1 ਔໃ㥦音 P 

  

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

109 114 129 132 101 118 
⢆  ⼺  島  ᵿ  ⡊  ✂  

Ԙ小㊁ᵤ Pa>Wa Pa>PԌ ɪi>Pa pa>Pa Pi>Pi a>Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Pa>Wa Pa>PԌ ɪi>Pa pa>Pa Pi>Pi পa>PԌ 
ԚႮ㆏ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi a>Pi 
ԛဈᎨ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԝ㒙વ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >pa@Pa Pi>Pi a>Pi 
ԝ上ཅ㋕ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa ha>Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԟḧ Pa>Wa Pa>Pi ɪi>Pa >ha@Pa Pi>Pi পa>Pi 
ԟ中㉿ Pa>Wa Pa>Pi／Pa>PԌ ɪi>Pa ha>Pa Pi>Pi পa>Pi 
Ԡ⨹ᧁ Pa>Wa Pa>Pi／Pa>Pe ɪi>Pa >ha@Pa Pi>Pi a>Pi 
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表 10-2 ਔໃ㥦音 P 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

59 194 202 8 133 
⯻  ⣽  ೨  ⮺  㚍  

Ԙ小㊁ᵤ >Pu@ɪi Pu>Pu Pë>৸ >Pu@৸ u>Pa 
ԙᔒᚭ᪖ >Pu@ɪi Pu>Pu Pë>৸ >Pu@৸ পu>Pa 
ԚႮ㆏ Pu>ɪi Pu>Pu／aW>We@৸ >Pe@৸ Pu>৸ পu>Pa 
ԛဈᎨ �� Pu>Pu >Pe@৸ Pu>৸ >Pফa 
Ԝ㒙વ Pu>ɪi �� >Pe@৸ Po>৸ >Pফa 
ԝ上ཅ㋕ Pu>ɪi Pu>Pu／aW>We@৸ >Pe@৸ 15 >Pফa 
Ԟḧ Pu>ɪi Pu>Pu >Pe@৸ Pu>৸ >Pফa 
ԟ中㉿ Pu>ɪi Pu>Pu >Pe@৸ �� >Paপ 
Ԡ⨹ᧁ Pu>ɪi Po૊>Po૊／Po>Po >Pe@৸ Po>৸ >Pফa 

 
㧠㧚２ ᱤ⨍㖸  

（㧢）ᱤ⨍㐽㎮音 t  Wফ d 

 ᱤ⨍㐽㎮音には，t，Wফ，d がある。  

t にᓟធするᲣ音は a，i，Ԍ，u，e，o。↪଀を表 11-1 にあߍる。  
 
表 11-1 ᱤ⨍㐽㎮音 W 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

21 86 11 233 60 85 257 137 
↰  ᱌  手  おもて  㠽  音  ⇌  ⱆ  

Ԙ小㊁ᵤ Wa>৸ >পu@Wa WԌ>৸ >u@Pu>WԌ >Wu@i >পu@Wu >pa@We>৸ Wo>৸
ԙᔒᚭ᪖ Wa>৸ >পu@Wa WԌ>৸ >u@Pu>WԌ >Wu@i >পu@Wu >pa@We>৸ Wo>৸
ԚႮ㆏ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >u@Pu>Wi Wu>i u>Wu pa>We@৸ Wo>৸
ԛဈᎨ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wu>i পu>Wu pa>We@৸ Wo>৸
Ԝ㒙વ Wa>৸ u>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wu>i u>Wu pa>We@৸ Wo>৸
ԝ上ཅ㋕ Wфa>৸ পu>Wa Wi>৸ >পu@Pu>Wi Wфu>ޞi পu>Wu ha>We@৸ Wфo>৸
Ԟḧ Wфa>৸ পu>Wa Wфi>৸ >পu@Pu>Wi Wфu>ޞi পu>Wu ha>We@৸ 15
ԟ中㉿ Wфa>৸ পu>Wa Wфi>৸ >পu@Pu>Wi／

>পuPuWi Wфu>i পu>Wu ha>We@৸ Wo>৸／
>Wo৸

Ԡ⨹ᧁ Wфa>৸ u>Wa Wi>৸ >u@Pu>Wi Wu>ޞi／o>ޞi o>Wo ha>We@৸ Wo>৸ 
 
 喜界島方言の ta は東京方言の ta に，tԌ（ർㇱ）・ti（ධㇱ）は東京方言の te に，tu は東京

方言の tu と to にኻᔕする。te，to は tae，tao などのㅪᲣ音に↱来する音で，㐳音であらわ

れる。ᓟに述ߴるように，東京方言の ߽i にኻᔕする音は，喜界島でも ߽i と発音されるの

で，「手」と「ⴊ」は，喜界島ർㇱで tԌ৸と ߽i৸で，ධㇱで ti৸と ߽i৸ で඙೎されている。同ߓく，

東京方言の u߾ にኻᔕする音は，喜界島方言では Wফu または ফu߾ で発音されるので，「㠽」の

╙１ᜉ目と「面」の╙１ᜉ目は，Wu と Wফu，または Wu と ফu߾ で඙೎されている。ただし，
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地域によっては「面」の Wফu の༄㗡化がᒙまっている場合がある。その場合は「㠽」の Wu
と「面」の Wu がほとࠎど同ߓ音になってしまう（⹦しくは⎕ᡂ音 ߾ の▎所ෳᾖ）。  

 

 次に，༄㗡化した WফはᲣ音 a，i，u の೨に立つ。「面」「✁」などの Wফu は，地域によっては

ফu߾ と発音されたり，Wফu の༄㗡化がᒙまって Wu に発音されたりすることもある。「㠽」の

Wu と「面」の Wফu との㑐ଥは，上に述ߴたとおり。Wফa，Wফi は「一つ」「ੑつ」「ੑੱ」など

の語にあらわれる。これらはもと語㗡にあった pi�ɸi�，pu�ɸu�が⣕落した㓙に W に༄㗡化音が

 。たものであるߓ↢
 
表 11-2 ᱤ⨍㐽㎮音 Wফ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

99 121 2-15 2-178 2-180 2-189 

面  ✁  ⤒小௯  一つ  ੑつ  ੑੱ  
Ԙ小㊁ᵤ ߾ফu>ޞa Wu>na ߾u>Eu@ɪi �� �� ��
ԙᔒᚭ᪖ ߽u>ޞa ߾ফu>na >߽u@Eu>ɪi >Wফi@߽u >Wফa৸@߽u >Wফa@i
ԚႮ㆏ Wu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa৸@Wu >Wফai
ԛဈᎨ ߾u>ޞa ߾ফu>na／ 

Wu>na >߾u@Eu>ɪi >Wফi@߾u >Wফa@৸>߾u Wফa>i 
Ԝ㒙વ Wu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi �� �� ��
ԝ上ཅ㋕ Wফu>ޞa Wফu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wu Wফa>ޞi
Ԟḧ Wu>ޞa ߾u>na／ 

Wu>na >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wu Wফa>ޞi 
ԟ中㉿ Wফu>ޞa na>Za �縄� >Wফu@Eu>ɪi >Wফi@Wu >Wফa@৸>Wফu Wফa>i
Ԡ⨹ᧁ ߾u>ޞa ߾u>na >߾u@Eu>ɪi／

uEuɪi߾< >Wফi@߾u >Wফa@৸>߾u Wফa>ޞi 
 

d は共ㅢ語の d にኻᔕしている。ᓟធするᲣ音は a，i，Ԍ，u，e。↪଀を表 12 にあߍる。 
 

表 12 ᱤ⨍㐽㎮音 G 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

46 212 55 73 178 217 58 

ᨑ  ᶘ  ⴿ  ╩  ⷺ(かど) 〭り  ┻  

Ԙ小㊁ᵤ >Mu@Ga Mu>Ga@i >Vu@Gi pu>Gi >Na@Gu u>Gu@i >Ge@৸
ԙᔒᚭ᪖ 

>Mi@Ga／ 
>Mu@Ga Mu>Ga@i >Vu@Gi >ɸu@GԌ >Na@Gu পu>Gu@i >Ge@৸ 

ԚႮ㆏ Mu>Ga >Mu@Ga>i Vu>Gi pu>Gi／ɸu>Gi Na>Gu >Zu@Gu>i Ge>৸
ԛဈᎨ Mi>Ga >Mu@Ga>i �� �� ha>Gu >Сu@Gu>i Ge>৸
Ԝ㒙વ Mu>Ga >Mu@Ga>i Vu>Gi ɸu>Gi Na>Gu >Сu@Gu>i Ge>৸
ԝ上ཅ㋕ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Nфa>Gu >পu@Gu>ޞi Ge>৸
Ԟḧ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Ge Nфa>Gu >Zu@Gu>ޞi Ge>৸
ԟ中㉿ 

Mi>Ga／ 
Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Nфa>Gu／

Vu>Pi�࿩� >পu@Gu>i Ge>৸ 
Ԡ⨹ᧁ Mu>Ga >Mu@Ga>ޞi Vu>Gi ɸu>Gi Na>Gu >u@Gu>ޞi Ge>৸
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d は基本的に語㗡には立たないが，「┻」という語はどの地域でも de৸ と発音される。東

京方言とのኻᔕ㑐ଥは，喜界島方言の da が東京方言の da に，GԌ（ർㇱ）・Gi（ධㇱ）が東

京方言の Ge に，Gu が東京方言の do にኻᔕするという㑐ଥである。喜界島中・ධㇱでは，

東京方言の z が d であらわれるが，これについては次の z の▎所で述ߴる。  

 

（㧣）ᱤ⨍៺ᡂ音 s z 

 ᱤ⨍៺ᡂ音には，s，z がある。s は東京方言の s にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ

音は a，u，e，o。ᓟធᲣ音が i の場合には，s はᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音の ɪ になる。↪଀を表 13-1，

13-2 にあߍる。  
 
表 13-1 ᱤ⨍៺ᡂ音 V 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

45 168 2-60 27 200 55 47 

⋁  ═ ஺  下㚝  Ꮍ  ᾓ  ⴿ  ㈬  

Ԙ小㊁ᵤ >Va@ޞa ha>Va পaV>Va@৸ Vu>৸ Vu>Vu >Vu@Gi >Ve@৸
ԙᔒᚭ᪖ >Va@ޞa ha>Va >পa@VVa>৸ Vu>৸ Vu>Vu >Vu@Gi >Ve@৸ 
ԚႮ㆏ Va>ޞa ha>Va পaɪ>ɪa@৸ Vu>৸ >Vu@Vu Vu>Gi Ve>৸／ɪe>৸
ԛဈᎨ Va>ޞa ha>Va >পa@V>Va@৸ Vu>৸ >Vu@Vu �� Ve>৸ 
Ԝ㒙વ Va>ޞa ha>Va পaV>Va Vu>৸ �� Vu>Gi Ve>৸ 
ԝ上ཅ㋕ Va>ޞa／Vu৸@Ga>ޞa ha>Va পaV>Va >Vu@৸ Vu>Vu Vu>Gi Ve>৸ 
Ԟḧ >Vo@৸>Ga@ޞa ha>Va পaV>Va Vu>৸ >Vu@Vu Vu>Gi Ve>৸ 
ԟ中㉿ Va>ޞa／>Vaޞa ha>Va পa>VVa Vu>৸ Vu>Vu Vu>Gi Ve>৸／ɪe>৸
Ԡ⨹ᧁ Va>ޞa Na>Va পaV>Va@ Vu>৸ Vu>Vu Vu>Gi ɪe>৸ 

 
表 13-2 ᱤ⨍៺ᡂ音 V，ᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音 ɪ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 
��� ���� ��� ��� �� ��� 
╀ ఱᒉ 島 ᳝ ‐ ᳨ 

Ԙ小㊁ᵤ >Vo@৸Ge>৸ >N՝o@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu >পu@ɪi a>ɪi 
ԙᔒᚭ᪖ >Ge@৸�೔भਔ� Mi>৸@ޞi�੬฼๧�／

>পu@Wu>ˍa�੓฼๧� ɪi>Pa ɪi>ޞu >পu@ɪi পa>ɪi 

ԚႮ㆏ >Vo@৸>Ge@৸／ 
Ge>৸ >ɪo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi a>ɪi 

ԛဈᎨ Va>o >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
Ԝ㒙વ Ge>� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi পa>ɪi 
ԝ上ཅ㋕ Ge>৸／ 

>Ge@৸>Pa@৸�ဳॉፘ� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
Ԟḧ >Vo@৸>Ge@৸ >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>ɪi 
ԟ中㉿ �� >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu পu>ɪi পa>Ve 
Ԡ⨹ᧁ Ge>৸  >Vo@৸>Ge@৸ ɪi>Pa ɪi>ޞu u>ɪi a>ɪi 
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 s は地域による違いがᲧセ的少ない。だたし，Ⴎ㆏では，他の地域の Va，Ve，Vo を ɪa，
ɪe，ɪo と発音する௑ะがある（表の✂ដけㇱ分）。表 13-2 の「᳨」は，東京方言とのኻᔕ

㑐ଥからいうと，ർㇱでは পasԌ，ධㇱでは পasi が੍ᗐされるとこࠈだが，実㓙にはർㇱで

もධㇱでも পaɪi になっている。ߜなߺに，言語地ℂ学ቯ଀研究会(1986)では，「᳨」にኻし

て㐳Ꭸで পaߍï，ᣧ↸・中ᾢで পasi，ᳰᴦで পasԌ，পaߍԌ が報告されている（ただし，「研究者

୘ੱごとの表記方法の若ᐓのくいߜがいを߰くࠎでいる߫あいがある」(p.7)という）。 
 
 次に，z は東京方言の z にኻᔕする૏⟎にあらわれる。ᓟធᲣ音は a，i，u。i の೨では

ᱤ⨍ᓟㇱの ॼi㧛ˍi であらわれる。表 14-1，14-2 に଀をあߍる。  
 
表 14-1 ᱤ⨍៺ᡂ音 ] 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

67 2-29 2-90 52 49 2-168 43 
൬い  
(かߑ) 

ほくࠈ  
(あߑ) いさり  ᳓   

 (ߠߺ)
்  
(きず) 

෰年  
(こぞ) 

Ḵ  
 (ぞߺ)

Ԙ小㊁ᵤ >ha@]a >পa@]a পi>]a@i >Pi@]u >Nফi@]u hu>ˌu Pi>]u@৸
ԙᔒᚭ᪖ >ha@ॼa >পa@ˍa i>ˍa@i PԌ>ˌu >Nফi@]u hu>ˍu Pi>ॼu@৸
ԚႮ㆏ 15 পa>Ga >পi@Ga>ޞi Pi>Gu Nফi>]u hu>Gu��ɸu>Gu Pi>ॼu@৸
ԛဈᎨ �� a>]a >পi@]a>i �� Nফi>ˌu ɸu>ॼu／>ˍu Pi>ॼu@৸
Ԝ㒙વ ha>Ga পa>Ga >পi@Ga>i Pi>Gu ߽i>Gu �� Pi>ॼu@৸
ԝ上ཅ㋕ ha>Ga পa>]a >পi@Ga>ޞi Pi>Gu ߽i>Gu ɸu>Gu Pi>ॼu@৸
Ԟḧ �� পa>Ga >পi@Ga>ޞi Pi>Gu ߽i>Gu hu>Gu Pi>ॼu@৸
ԟ中㉿ ha>Ga a>Ga >পi@Ga>i Pi>]u／

Pi>Gu ߽i>]u ɸu>Gu Pi>ॼu@৸ 
Ԡ⨹ᧁ ha>Ga পa>]a >পi@]a>ޞi Pi>]u Ni>]u ɸu>]u Pi>]u@৸

 
表 14-2 ᱤ⨍៺ᡂ音 ]，ᱤ⨍ᓟㇱ៺ᡂ音 ॼ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

2-134 96 2-50 213 2-140 75 

᧶  ⢀  
 (ߝ߭)

ᆄ   
(とߓ) 

㤕  
(かうߝ) ⤝  㘑  

Ԙ小㊁ᵤ >পa@]u>Pu >pi@ॼi／
>ɸi@ॼi >Wфu@ॼi >ho@৸>ॼi >ˍi@ِ >ha@ॼi

ԙᔒᚭ᪖ >পa@ˍu>Pu pi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi ˍi>nu >ha@ॼi
ԚႮ㆏ পa>ˌu@Pu pi>ॼi Wфu>ˍi ho>৸@ॼi ˍi>ِ ha>Gi
ԛဈᎨ পa>ॼu@Pu pi>ˍi Wu>ˍi ho>৸@ॼi ˍi>ِ／

>ˍiِ �� 
Ԝ㒙વ �� oi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi �� ha>Gi
ԝ上ཅ㋕ 

পa>Gi@Pu �ອᆣ� 
>MaPaWu@পa>Gi@Pu �૯ᆣ� oi>ॼi Wфu>ˍi >ho@৸>ॼi ˍi>ِ ha>Gi 

Ԟḧ পa>Gu@Pu oi>ॼi Wфu>ˍi >ho৸@ˍi ˍi>ِ �� 
ԟ中㉿ পa>Gu@Puقອك oi>ॼi Wфu>ˍi >ho৸@ॼi ˍi>ِ ha>Gi
Ԡ⨹ᧁ 

পa>ˌu@Pu �ອ�／ 
MaPa>Wu@a>ˌu@Pu �૯� oi>ॼi Wu>ˍi >ho৸@ॼi ／

ho>৸@ॼi ˍi>ِ ha>ॼi 
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z は地域による発音のᏅがᄢきい。概して，小㊁ᵤ，ဈᎨ，⨹ᧁでは ] または ˌ で発音

されることが多く，ᔒᚭ᪖ではᱤ⨍ᓟㇱの ॼ㧛ˍ で，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では

G（表の✂ដけㇱ分）で発音されることが多い（ただし，表 14-1 の「Ḵ」のߺ，各地 ॼu な

いし zu で発音されている）。その⚿果，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では，東京方言の

Ga と ]a� Go と ]u と ]o がそれぞれ合ᵹして Ga，Gu になっている。଀え߫，表 12 の MuGa
（ᨑ），MuGaޞi（ᶘ）の Ga と表 14 の NaGa（൬い），পaGa（あߑ㧩ほくࠈ），iGaޞi（いߑり）

の Ga は同ߓ音，また，表 12 の NaGu（ⷺ），ZuGuޞi・পuGuޞi（〭り）の Gu と表 14 の PiGu
（᳓），߽iGu（்），ɸuGu・huGu（こぞ㧩෰年）の Gu も同ߓ音である。 

それだけでなく，これらの地域では「㘑」も haGi となっていて（他の地域では ha�i），
表 12 の VuGi（ⴿ），ɸuGi（╩）の Gi と haGi（㘑）の Gi が同ߓ発音になっている。このこと

から，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿ではᲣ音のᄌ化（e㧪Ԍ㧪i）が⿠きる೨に ]㧪G のᄌ

化が⿠きていたことが分かる。 
 

╩（߰で）㧦
puGe   㧪
ɸuGe㧪ɸuGi 
 㘑（かߗ）㧦
Na]e㧪
ha]e㧪
haGe㧪haGi 

 （Უ音のᄌ化がవ行した場合，
Na]e㧪
ha]e㧪
haॼe㧪haॼi となり，haGi は↢ߓない） 
 

表 14-2 の「⤝」の語㗡音も ze に↱来するが，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿でも
Giِ
とはならず，ˍiِ となっている。語㗡というⅣႺが㑐ଥしているน⢻性もあるが，おそら

く，この語が喜界島方言にขり౉れられた時ᦼが，]㧪G のᄌ化が⿠きたᓟだったからでは

ないかと⠨えられる。 
 
 
（㧤）ᱤ⨍⎕ᡂ音 ߾ফ�߾�，߽ফ�߽� 
 ᱤ⨍⎕ᡂ音には はᲣ音 �߾�ফ߾。߽�がある�ফ߽，�߾�ফ߾ u の೨にあらわれ，東京方言の ߾ に

ኻᔕしている。↪଀を表 15-1 にあߍる。 
の発音も地域によりᏅがᄢきく，ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖や中ㇱのဈᎨ，ධㇱの（߾）ফ߾ 

⨹ᧁでは ফu߾ で発音されることが多いのにኻし，中ㇱのႮ㆏，㒙વ，上ཅ㋕やධㇱのḧ，

中㉿では Wফu で発音されることが多い。同一地域でも ফu߾ と Wফu をំれており，߾ফu と Wফu
の中㑆的な発音も多く⡞かれる。また，༄㗡化がᒙまっている場合もある。 
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表 15-1 ᱤ⨍⎕ᡂ音  （߾）ফ߾
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

99 121 141 183 219 
面  ✁  ⷺ(つの) ᧻  㠑  

Ԙ小㊁ᵤ ߾ফu>ޞa Wu>na ߾u>nu Pa>߾u Na>߾u@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ ߽u>ޞa ߾ফu>na ߾ফu>nu Pa>߾ফu Na>߾u@৸ 
ԚႮ㆏ Wu>ޞa Wফu>na Wu>nu >Pa@Wu >Na@߾u>o 
ԛဈᎨ ߾u>ޞa ߾ফu>na／Wu>na u>nu߾ >Pa@߽u >Nфa@߾u>৸ 
Ԝ㒙વ Wu>ޞa Wফu>na Wফu>nu �� Na>߾u@o 
ԝ上ཅ㋕ Wফu>ޞa Wফu>na Wফu>nu >Pa@߾u >Nфa@Wu>৸ 
Ԟḧ Wu>ޞa ߾u>na／Wu>na �� >Pa@Wu㧛Pa@߾u >Nфa@Wu>৸／ 

Nфa@WVu>৸ 
ԟ中㉿ Wফu>ޞa na>Za �縄� Wফu>nu Pa>Wu >Na߾o 
Ԡ⨹ᧁ ߾u>ޞa ߾u>na ߾unu >Pa@߾u Na>߾uo 

 
（㧢）の W の▎所で述ߴたように，喜界島方言では「㠽」が Wuޞi・Wui と発音される。こ

の tu は㕖༄㗡化音の tu であり，また u߾ と੤ᦧしない。この点で「面（Wফuޞa・߾ফuޞa）」の

tফu，߾ফu とは඙೎される。ただし，「面」の tফu の༄㗡化がᒙまっている場合（表 15-2 の✂

ដけㇱ分）には，「面」の Wu と「㠽」の Wu との඙೎が㔍しくなる。  
 
表 15-2 「面」と「㠽」 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域  

99 121 141 60 
面  ✁  ⷺ  㠽  

Ԙ小㊁ᵤ u>nu߾ a Wu>naޞ<ফu߾  >Wu@i
ԙᔒᚭ᪖  ߽u>ޞa ߾ফu>na ߾ফu>nu >Wu@i
ԚႮ㆏  Wu>ޞa Wফu>na Wu>nu Wu>i
ԛဈᎨ ফu>na／Wu>na߾ aޞ<u߾  u>nu߾ Wu>i
Ԝ㒙વ  Wu>ޞa Wফu>na Wফu>nu Wu>i
ԝ上ཅ㋕  Wফu>ޞa Wফu>na Wফu>nu Wфu>ޞi
Ԟḧ  Wu>ޞa ߾u>na／Wu>na �� Wфu>ޞi
ԟ中㉿  Wফu>ޞa na>Za �縄� Wফu>nu Wфu>i
Ԡ⨹ᧁ unu߾ u>na߾ aޞ<u߾  Wu>ޞi／Wo>ޞi

 
 ߽ফ�߽� はᲣ音 i の೨にあらわれ，東京方言の ߽ にኻᔕしている。また，地域によっては

東京方言の N�i�にもኻᔕしている。表 15-3 の「்」「⢄」「ᕷ」「▖」などがその଀である

（表の✂ដけㇱ分）。東京方言の Ni にኻᔕする音が ߽i であらわれるのは，中ㇱ，ධㇱのႮ

㆏，ဈᎨ，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿の特徴で，ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では東京方言の Ni
にኻᔕする音は Nফi である。 
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表 15-3 ᱤ⨍ᓟㇱ⎕ᡂ音 ߽ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

2 66 119 49 100 158 245 
ⴊ  ㆏  ㋬  ்  ⢄  ᕷ  ▖  

Ԙ小㊁ᵤ >߽ফi@৸ >Pi@߽i pa>߽i >Nফi@]u Nফi>Pu পi>Ni >ho@৸>Ni
ԙᔒᚭ᪖ >߽i@৸／>߽i৸ >Pi@߽i >pa@߽i >Nফi@]u Nফi>Pu পi>Ni >po@৸>Ni
ԚႮ㆏ ߽ফi>৸ Pi>߽i pa>߽i Nফi>]u ߽ফi>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
ԛဈᎨ ߽i>৸ �� >pa@߽i Nফi>ˌu ߽i>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
Ԝ㒙વ ߽i>৸ Pi>߽i >ha@߽i ߽i>Gu ߽i>Pu >পi@߽i po>৸@߽i
ԝ上ཅ㋕ ߽i>৸ Pi>߽i ha>߽i ߽i>Gu ߽i>Pu >পi@߽i ho>৸@߽i
Ԟḧ ߽ফi>৸ Pi>߽i >ha@߽i ߽i>Gu �� >পi@߽i ho>৸@߽i
ԟ中㉿ ߽ফi>৸／>߽ফi৸ Pi>߽i ha>߽i／

>ha@߽i ߽i>]u ߽ফi>Pu >পi@߽i ho>৸@߽i 

Ԡ⨹ᧁ 
>a৸@߽i>৸／
߽i>৸ Pi>߽i ha>߽i Ni>]u ߽i>Pu >পi@Ni／ 

>পi@߽i ho>৸@߽i 
 
 ߽ のᓟには，Უ音 a，u，o が⛯くこともある。表 15-4 に↪଀をあߍる。「明日」「ੱ」は

;i�W9（; はછᗧのሶ音，9 はછᗧのᲣ音）というⅣႺで W がญ⬄化を⿠こし，߽a，߽u と

なったもの，「ሶଏたߜ」「きࠀうり」は，N՝が ߽ になったものである。「൮ৼ」の ߽o は共

ㅢ語的な発音かとᕁわれる。 
 
表 15-4 ᱤ⨍ᓟㇱ⎕ᡂ音 ߽ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

235 2-44 92 172 246 148 

明日  ሶଏたߜ  ੱ  ♻  きࠀうり  ൮ৼ  

Ԙ小㊁ᵤ a>߽a >Nࣶফa@ِ>N՝a@৸／
>Za@ޞaEԌِ>N՝a@৸ ／ফu i>Wu߾<

>i@߾u>৸ 15 >ɸo@৸>߽a@৸ 

ԙᔒᚭ᪖ পa>߽a >Nࣶফa@ِ>߽a@৸／
>Za@ޞaEԌِ߽a>৸ >߽ফu >পi@Wu Nফi>u@i >ho@৸>߽u@৸／

>ho@৸>߽a@৸
ԚႮ㆏ a>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／

>Za@ޞaEiِ>߽a@৸ >߽ফu i>߽u৸／
i>߾u৸ >߽i@u>i ha>Wa@na 

ԛဈᎨ পa>߽a >Nফa@ِ>߽ফa@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽ফa@৸ >߽ফu পi>Wu@৸ �� >pфo@৸>߽o@৸／

ha>Wa@na
Ԝ㒙વ a>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／

>Za@ޞaEiِ>߽a@৸ >߽ফu i>߽u@৸ >߽ফi@u>i �� 

ԝ上ཅ㋕ পa>߽ফa >Nফa@ِ>߽a@৸ ߽ফu পi>߽u@৸ N՝u>৸@ޞi ha>Wa@na 

Ԟḧ পa>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ ߽ফu পi>߽u@৸ >߽ফu@৸>ޞi >ho@৸>߽o@৸ 

ԟ中㉿ পa>߽a >Nফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ >߽ফuপ পi>߽u@৸ >߽u@৸>ޞi ha>Wa@na 

Ԡ⨹ᧁ a>߽a >Nࣶফa@ِ>߽a@৸／
>ZaޞaEi@ِ>߽a@৸ ߽uপ i>߽u@৸ >N՝u৸ޞi／ 

N՝u>৸@ޞi ha>Wa@na 
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 以上のᱤ⨍音につき，喜界島⻉方言の状態をᢛℂしておこう（表 16-1，16-2）。まず，喜

界島ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖では，「ⴊ」と「⢄」の╙１ᜉ目が ߽ফi と kফi で඙೎されるが，

それ以外の地域ではどߜらも ߽i と発音され，඙೎がない。また，「面」の╙１ᜉ目が小㊁

ᵤ，ᔒᚭ᪖，ဈᎨ，⨹ᧁでは ফu߾ と発音されるのにኻし，Ⴎ㆏・㒙વ・上ཅ㋕・ḧ・中㉿

では Wফu と発音される。次に，Ⴎ㆏，㒙વ，上ཅ㋕，ḧ，中㉿では，d と z が඙೎されず，

z が d に合ᵹしている。この点で他の方言とᄢきく異なる。中ㇱのဈᎨは，「ⴊ」と「⢄」

の╙１ᜉ目がどߜらも ߽i と発音される点ではႮ㆏などの方言と共ㅢしているが，「面」の

╙１ᜉ目を ফu߾ と発音する点や d と z の඙೎がある点では，小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，⨹ᧁと共ㅢ

している。ᓥって，ここではဈᎨと⨹ᧁを߭とまとめにしてᢛℂした。  

 
表 16-1 

 ↰ 手 ⴊ ⢄ 㠽 面 ⋁ 島 ᳨ Ꮍ ⴿ 
小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖ Wa WԌ ߽ফi Nফi Wu ߾ফu Va ɪi Vu 
Ⴎ㆏・㒙વ・上

ཅ㋕・ḧ・中㉿ Wa Wi ߽ফi・߽i Wu Wফu Va ɪi Vu 

ဈᎨ・⨹ᧁ Wa Wi ߽ফi・߽i Wu ߾ফu Va ɪi Vu 
       
表 16-2 

 
 

（㧥）ᱤ⨍㥦音 n 

 ᱤ⨍㥦音には n があり，東京方言の n にኻᔕしている。ᓟធᲣ音は，a，i，Ԍ，u，e。表

17-1，17-2 に↪଀をあߍる。  

 n はᲣ音 i の೨では，ญ⬄化した n՝になる。n՝i と nԌ の各地の状ᴫと音㖿的解㉼について

は，Უ音の▎所で述ߴたとおりである。n՝のᓟにᲣ音 a，u が⛯くこともある（表 17-3）。

「Ɒ」「ᤓ日」は ;i�n9 というⅣႺで n がญ⬄化を⿠こしたもの，「㤈わら」は PuغiZaޞa
㧪Pun՝iZaޞa㧪Puِn՝aޞa のようなᄌ化を⿠こしたものと⠨えられる。 
 
 

 ᨑ ╩ かど

�ⷺ�
᳓ ் こぞ 

�ᤓ年�
あߑ 

かߑ�൬� 
㘑 ⢀ とߓ 

�ᆄ� 
小㊁ᵤ Ga GԌ Gu ]u�ˌu ]a ॼi 
ᔒᚭ᪖ Ga GԌ Gu ]u�ॼu�ˌu�ˍu ॼa�ˍa ॼi�ˍi 
Ⴎ㆏・㒙વ・上

ཅ㋕・ḧ・中㉿ Ga Gi Gu Ga Gi ॼi�ˍi 

ဈᎨ・⨹ᧁ Ga Gi Gu ]u�ˌu ]a ॼi�ˍi 
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表 17-1 ᱤ⨍㥦音 n 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

10 70 116 140 248 185 
ฬ  㥦  ♰  Ⱃ  ๮  ⧣  

Ԙ小㊁ᵤ >na@৸ >pa@na nu>Na nu>Pi >পi@nu>߽i ne>৸
ԙᔒᚭ᪖ >na@৸ >pa@na nu>Na nu>Pi >পi@nu>߽i ne>৸
ԚႮ㆏ na>৸ pa>na nu>Na >nu@Pi i>nu@߽i ne>৸
ԛဈᎨ na>৸ �� nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽i ne>৸
Ԝ㒙વ na>৸ pфa>na nu>Na >nu@Pi i>nu@߽i ne>৸
ԝ上ཅ㋕ na>৸ ha>na nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽iuલ ne>৸
Ԟḧ >na@Pa>i ha>na nu>Na >nu@Pi পi>nu@߽i na>e
ԟ中㉿ na>৸ ha>na �� >nu@Pi পi>nu@߽i ��
Ԡ⨹ᧁ >na@Pa>i ha>na nu>Na nu>Pi i>no@߽i na>e

 
表 17-2 ᱤ⨍㥦音 n 

 
表 17-3 ᱤ⨍㥦音 n 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

136 2-162 2-101 234 

Ɒ   ੹  㤈わら  ᤓ日  

Ԙ小㊁ᵤ 15 n՝a>Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ Ni>n՝u@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >পa@Pa>n՝a@৸ n՝a>Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ Nফi>n՝u@৸ 
ԚႮ㆏ Pi>n՝a >n՝a@Pa >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ ߽i>n՝u@৸ 
ԛဈᎨ Pi>n՝a�ඕऌ༏� >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽i>n՝u@৸ 
Ԝ㒙વ �� �� >Pu@ِn՝a>ޞa@৸ ߽i>Mu@৸ 
ԝ上ཅ㋕ Pi>Ma�༏भ੕ู� >na@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽i>Mu@৸ 
Ԟḧ �� >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ ߽ফi>n՝u@৸ 
ԟ中㉿ Pi>n՝a >n՝a@Pa >Puِ@n՝a>ޞa@৸ >߽i@n՝u>৸ 
Ԡ⨹ᧁ Pi>n՝a >n՝a@Pa Pu>Сi@Za>ޞa@ ߽পi>n՝u@৸ 

 

 㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

16 36 153 24 89 102 

⩄  Ⳝ  㝩  ᩮ  ⢷  㛽  

Ԙ小㊁ᵤ >n՝i@Pu>߾u Сa>n՝i@৸ পu>n՝i nԌ>৸ >Pu@nԌ pu>nԌ／ɸu>nԌ
ԙᔒᚭ᪖ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ >পu@n՝i nԌ>৸ >Pu@nԌ pu>nԌ@৸ 
ԚႮ㆏ n՝i >৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i >hiِ@ pi>n՝i@৸

�਽भጡ� Pu>ni ɸu>ni@৸ 
ԛဈᎨ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i ni>৸／>Pu@Wu�੪� Pu>ni >pфu@ni 
Ԝ㒙વ �� >Сai@ِ u>n՝i ni>৸ Pu>ni ɸu>ni 
ԝ上ཅ㋕ n՝i>৸ Сa>i@৸ পu>n՝i >ni@Pu>Wu�உ੪� Pu>ni >ɸu@ni 
Ԟḧ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i nԌ>৸ Pu>nԌ >ɸu@nԌ 
ԟ中㉿ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ পu>n՝i nԌPuWu Pu>nԌ >ɸu@nԌ 
Ԡ⨹ᧁ n՝i>৸ Сa>n՝i@৸ o>n՝i Pu>Wu Pu>ne >ɸu@nԌ 
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（１㧜）ᱤ⨍ᒢ音 ޞ 

 ᱤ⨍ᒢ音には ޞ がある。ᓟធᲣ音は a，i，u，e，o。語㗡には立たない。以下に↪଀をあ

。るߍ  
 
表 18-1 ᱤ⨍ᒢ音  ޞ

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

45 99 218 126 152 256 

⋁  面  ㎮  ᄛ  ⦡  たらい  

Ԙ小㊁ᵤ >Va@ޞa ߾ফu>ޞa >NফuVaޞi／
>Nফu@Va>ޞi Mu>ޞu পi>ޞu >Wa@ޞe>৸ 

ԙᔒᚭ᪖ >Va@ޞa ߽u>ޞa Nফu>Va@ޞi Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
ԚႮ㆏ Va>ޞa Wu>ޞa >Nফu@Va>ޞi Mu>ޞu i>ޞu Wa>ޞe@৸ 
ԛဈᎨ Va>ޞa ߾u>ޞa >Nu@Va>i Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
Ԝ㒙વ Va>ޞa Wu>ޞa Nফu>Va@Ui Mu>ޞu i>ޞu >Eiِ@Ga>ޞe@৸
ԝ上ཅ㋕ Va>ޞa Wফu>ޞa 15 Mu>ޞu পi>ޞu Wфa>ޞe@৸ 
Ԟḧ >Vo@৸>Ga@ޞa Wu>ޞa 15 Mu>ޞu �� Wфa>ޞe@৸ 
ԟ中㉿ Va>ޞa／>Vaޞa Wফu>ޞa >NuVaޞi Mu>ޞu পi>ޞu Wa>ޞe@৸ 
Ԡ⨹ᧁ Va>ޞa ߾u>ޞa �Nফu>Va@ޞi� Muޞu i>ޞu Wa>ޞe@৸ 

 
表 18-2 ᱤ⨍ᒢ音  ޞ

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

2-45 2-22 

ⷫᚘ こつ，ីりこ߱しࠎߍ   

Ԙ小㊁ᵤ >ɸa@ޞo৸>ˍi@৸ >WeNNফo@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >ha@ޞo৸>ˍi@৸ >WфԌ@NNo>৸ 
ԚႮ㆏ pфa>ޞo৸@ˍi／>pфaޞo৸ˍi@ِ>߽a@৸ >WфԌ@Nu>ޞo@৸ 
ԛဈᎨ 

pa>ޞo@৸>ॼi@৸ �౐ਯ�／ 
pa>ޞoॼi@ِ>߽ফa@৸ �ളਯ� >WфiN@No৸ 

Ԝ㒙વ >ɸa@ޞo৸>ˍi WфԌN>No৸／Nফa>ɸa 
ԝ上ཅ㋕ >haޞo@৸>ˍi@৸／>Vo৸Ge@ِ>߽a@৸ WфiN>No@৸ 
Ԟḧ >haޞo@৸>ˍi@৸ WфiN>No@৸ 
ԟ中㉿ >haޞo@৸>ˍi@৸ WфiN>No@৸ 
Ԡ⨹ᧁ ha>ޞo@৸>ˍi@৸ >Wфi@NNu>ޞo@৸ 

 

㧠㧚㧟 エญ⬄㖸  

（１１）エญ⬄音 k  Nফ  С ƾ 

 エญ⬄音には㐽㎮音の k，Nফ，С と㥦音の ƾ がある。  

k，NফはᲣ音 a，i，Ԍ，u，e，ë，o の೨に立つ。表 19-1㨪19-4 に↪଀をあߍる。（㧤）ᱤ⨍

⎕ᡂ音の▎所でも述ߴたように，喜界島ർㇱでは「்」「⢄」の╙１ᜉ目が༄㗡化した Nফi
で発音され，中・ධㇱでは ߽i と発音される。その⚿果，ർㇱでは「்」「⢄」の╙１ᜉ目



39

「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
 2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

と「ᕋᚒ」の╙１ᜉ目が Nফi と NԌ で඙೎され，中・ධㇱでは ߽i と Ni で඙೎されることに

なる。「ᕋᚒ」の NԌ が Ni にᄌ化したのに઻って，中・ධㇱでは「்」「⢄」の Nফi のሶ音が

⎬ญ⬄の ߽ の方ะ߳ㅏߍたᩰᅢになっている。 
 
  小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖ Nফi（்）㧦NԌ（ᕋᚒ） 
 （  㧖      Nফi（்）㧦Ni（ᕋᚒ）） 
  中・ධㇱ    ߽i（்）㧦Ni（ᕋᚒ） 
 
「㊉」「㔕」などの╙１ᜉ目（東京方言では ku）と「ᥲ」「声」などの╙１ᜉ目は，どの

地域でも༄㗡化音の Nফu と㕖༄㗡化音の Nu で඙೎されている（表 19-3）。  
 
表 19-1 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

37 90 224 229 116 117 

♄  型  ⅽ  ㏜  ♰  Ⴤ  

Ԙ小㊁ᵤ Na>i@৸ >Na@Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na >pa@Na
ԙᔒᚭ᪖ Na>i@৸ >Na@Wa >Na@Za>ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na >pa@Na
ԚႮ㆏ Na>i Na>Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na pa>Na㧛

>pa@Naِ>Pe@৸
ԛဈᎨ Na>Mu Na>Wa �� >Na@Сa>Pi nu>Na pa>Na／ɸa>Na
Ԝ㒙વ Na>i Na>Wa Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi nu>Na ɸa>Na 
ԝ上ཅ㋕ >Nфa@i>৸ Na>Wa Na>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi nu>Na ha>Na 
Ԟḧ Nфa>i �� Nфa>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi nu>Na ha>Na 
ԟ中㉿ 

Nфa>i／ 
Nфa>Mu Nфa>Wa >NaZaޞa >ha@Сa>Pi／

>NaСaPi �� ha>Na 
Ԡ⨹ᧁ >Na@i>৸ Na>Wa Na>Za@ޞa Na>Сa@Pi nu>Na ha>Na 

 
表 19-2 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

78 49 125 158 148 247 

㔵  ்  時  ᕷ  ᕋᚒ  ᖱけ  

Ԙ小㊁ᵤ 
>Nফiޞi／ 
Na>Vu@Pi >Nফi@]u >Wu@Ni পi>Ni NԌ>Сa >na@Va>NԌ

ԙᔒᚭ᪖ Pu>Ma >Nফi@]u Wu>Ni পi>Ni NԌ>Сa >na@Va>NԌ
ԚႮ㆏ Pu>Ma Nফi>]u 15 >পi@߽i Ni>Сa na>Va@Ni 
ԛဈᎨ �� Nফi>ˌu Wфu>Ni >পi@߽i NԌ>Сa �� 
Ԝ㒙વ �� ߽i>Gu Wu>Ni >পi@߽i �� 15 
ԝ上ཅ㋕ Nফi>ޞi ߽i>Gu >Gu@߽i>৸ >পi@߽i Nфi>Сa na>Va@Ni 
Ԟḧ Nফi>ޞi ߽i>Gu 15 >পi@߽i �� 15 
ԟ中㉿ >Pu@Ma ߽i>]u �� >পi@߽i Ni>Сa／NԌ>Сa �� 
Ԡ⨹ᧁ Nফi>ޞi Ni>]u Wu>Ni >পi@Ni／>পi@߽i Ne>Сa �� 
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表 19-3 エญ⬄㐽㎮音 N 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

64 130 174 225 196 241 
㊉  㔕  ᅏ  ᥲ  声  ᓥఱᒉ  

Ԙ小㊁ᵤ >Nফu@n՝i Nফu>Pu u>Nu >Nu@Mu>Pi Nu>i >i@Wu>Nu
ԙᔒᚭ᪖ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nফu >Nu@Mu>Pi Nu>i >পi@Wu>Nu
ԚႮ㆏ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi >Nu@i >i@Wu>Nu
ԛဈᎨ Nফu>n՝i Nফu>Pu 15 >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i �� 
Ԝ㒙વ Nফu>Сi Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi >Nu@i �� 
ԝ上ཅ㋕ Nফu>Сi Nфu>Po >oNu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu
Ԟḧ �� Nফu>Pu 15 >Nфu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu
ԟ中㉿ Nফu>n՝i Nফu>Pu >পu@Nu >Nu@Mu>Pi／

>ɸu@Mu>Pi >Nфu@i >পi@Wu>Nu／
পi>Wu@Nu

Ԡ⨹ᧁ 
Nu>Сi／ 
Nu>غi Nফu>Pu �� >Nu@Mu>Pi Nu>i �i>Wo@No� 

 
k，Nফには，合ᜓ音の Nࣶফやญ⬄化した k՝ もあらわれる（表 19-4 のの✂ដけㇱ分）。「ὖ

⾚」「੹日」「きࠀうり」は，;i�N9 というⅣႺで N がญ⬄化を⿠こしたものである。 
 
表 19-4 エญ⬄㐽㎮音 N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

232 30 28 176 246 
㥏  ㎓  ὖ⾚  ੹日  きࠀうり  

Ԙ小㊁ᵤ 15 >Nࣶফe@৸ >পi@N՝a N՝u>৸ 15 
ԙᔒᚭ᪖ >We@৸>No@৸ >Nࣶফë@৸ >পi@Na N՝ফu>৸ Nফi>u@i 
ԚႮ㆏ >We@৸>No৸��>Wa@i>No@৸ >Nফe@৸ i>Na >ɪu@৸ >߽i@u>i 
ԛဈᎨ �� >Nফe@৸ পi>Na >Vu@৸ �� 
Ԝ㒙વ �� Ne>৸ >i@Na >Vu@৸ >߽ফi@u>i 
ԝ上ཅ㋕ >We@৸>No@৸ Nফe>৸ পi>Na >Vu@৸ N՝u>৸@ޞi 
Ԟḧ �� >Nফe@৸／>N՝ফe@৸ পi>Na >Vu@৸ >߽ফu@৸>ޞi
ԟ中㉿ �� >Nফe@৸ পi>Na >Vu@৸ >߽u@৸>ޞi 
Ԡ⨹ᧁ �� >Nࣶফe@৸ i>Na >Vu@৸ >N՝u৸ޞi／N՝u>৸@ޞi

 

 次に，С と غ は，基本的には С が語㗡にあらわれ，غ が語中にあらわれるという㑐ଥに

ある。語㗡の С は，表 20-1 の「Ⳝ」「ὖ」「⨆」のように，േ‛ฬ，ᬀ‛ฬに多い。 

غ  に㑐しては，ർㇱではᲧセ的቟ቯして غ があらわれるが，中・ධㇱでは表 20-1 の「›

を㒰き，С であらわれている（表では「（㧩›っこࡡ㧗ク࠿ࠗ） ƾ に✂ដけをしている）。

中・ධㇱでは語中の غ が С との㑆をំれることも多く，㥦音の⴮ㅌが進ࠎでいる。また，

ᓟធᲣ音が i の場合，地域によっては ƾi が n՝i・nԌ でቯ⌕しているような語もある（表 20-2

の pin՝i・oinԌ（㜯），n՝in՝i৸（ฝ），表 19-3 の Nফun՝i（㊉），表 17-3 の Puِn՝aޞa৸（㤈わら）な

ど）。  
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表 20-1 �エญ⬄㐽㎮音 С，غ 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

36  184 229 148 135 

Ⳝ  ὖ  ⨆  ㏜  ᕋᚒ  ›  

Ԙ小㊁ᵤ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >i@ِ>غa@৸
ԙᔒᚭ᪖ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸
ԚႮ㆏ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi Ni>Сa >i@ِ>غa@৸
ԛဈᎨ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Na@Сa>Pi NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸
Ԝ㒙વ >Сai@ِ >Сa@ޞa>Va@৸ �� >Na@Сa>Pi �� i>nu 
ԝ上ཅ㋕ Сa>i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Nфa@Сa>Pi Nфi>Сa >পi@ِ>غa@৸
Ԟḧ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >Nфa@Сa>Pi �� >পi@ِ>غa@৸
ԟ中㉿ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma >ha@Сa>Pi／

>NaСaPi
Ni>Сa／ 
NԌ>Сa >পi@ِ>غa@৸ 

Ԡ⨹ᧁ Сa>n՝i@৸ >Сa@ޞa>Va@৸ Сa>Ma Na>Сa@Pi Ne>Сa >i@ِ>ࣶغa@৸
 
表 20-2 �エญ⬄㥦音 С，غ 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

32 72 252 251 111 91 
ฝ  㜯  ఻  㠓  ၁(ᳪれ) ญ⬄  

Ԙ小㊁ᵤ n՝i>n՝i@৸ >pi@nԌ >u@Va>Сi >পu@na>غ՝a@৸ >pফi@ِСu >পu@Wuغe>৸
ԙᔒᚭ᪖ >Pi@غi >pi@n՝i／ 

>pi@غi >পu@Va>غi >পu@na>غi >pԌِ@غu৸ >পa@Сu 

ԚႮ㆏ >Pi@Сi pi>n՝i u>Va@Сi u>na@Сi >pi@ِ>Сu৸／ 
>ɸi@ِ>Сu পa>Сu 

ԛဈᎨ >Pi@Сi pi>ni �� �� >pi@ِ>Gu পa>Сu
Ԝ㒙વ >Pi@Сi pфi>Сi@৸ পu>Va@Сi >পu@na>Сi >pi@ِ>Сu >u@Wu>Me@৸
ԝ上ཅ㋕ >Pi@Сi oi>Сi পu>Va@Сi পu>na@Сi >oi@ِ>Сu@৸ >পa@Сu
Ԟḧ >Pi@Сi �� u>Va@Сi 15 >oi@ِ>Сu পa>Сu
ԟ中㉿ Pi>Сi oi>n՝i／ 

ɸi>غԌ >পuVaСi >পunaСi >oi@ِ>Сu@৸ পa>Сu 
Ԡ⨹ᧁ Pi>Сi oi>nԌ�  u>Va@Сi u>na@Сi >oi@ِ>Сu a>Сo

 
 

㧠㧚㧠 ჿ㐷㖸  

（１２）声㐷㐽㎮音 প 
 Უ音が語㗡にくると，ㅢᏱは声㐷㐽㎮音 প を઻って発音される。ただし，声㐷㐽㎮がᒙ

まって発音される場合もある。以下に↪଀をあߍる。  
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表 21 声㐷㐽㎮音 প 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

260 28 29 40 85 

ᰳિ  ὖ⾚  ᶏ⠧  ‐  音  

Ԙ小㊁ᵤ >পa@Nu>Ei >পi@N՝a >পԌ@Ei >পu@ɪi >পu@Wu
ԙᔒᚭ᪖ পa>Nu@Ei >পi@Na >পԌ@EԌ >পu@ɪi >পu@Wu
ԚႮ㆏ a>Nu@Ei i>Na পi>Ei u>ɪi u>Wu 
ԛဈᎨ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԝ㒙વ পa>Nu@Ei >i@Na i>Ei u>ɪi u>Wu 
ԝ上ཅ㋕ >পa@Nu>Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
ԛဈᎨ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԟḧ পa>Nu@Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
ԟ中㉿ >aNuEi／>a@Nu>Ei পi>Na পi>Ei পu>ɪi পu>Wu
Ԡ⨹ᧁ a>Nu@Ei i>Na e>Ei u>ɪi o>Wo 

 

（１㧟）声㐷៺ᡂ音 h 

 ർㇱの p がධㇱでは声㐷៺ᡂ音 h であらわれることについては，（１）ਔໃ㐽㎮音（ਔໃ

៺ᡂ音）の▎所で述ߴたので，そのような h についてはここではᛒわない。ここでは，ർ

ㇱで h があらわれる語をขり上ߍる。  

 声㐷៺ᡂ音 h は，語㗡にのߺあらわれる。ᄌ化のㆊ⒟で語中に h または x が↢ߓたとផ

ቯされる場合がある（㈬㧦
VaNe㧪
Va[e㧪
Vae㧪
Vë৸㧪Ve৸ など）が，⃻࿷は語中に h や x

があらわれることは⒘である。ᓟធᲣ音は a，i，u，o。ᓟធᲣ音が i の場合，h が o にな

ることがある。また，ᓟធᲣ音が u の場合，ɸ になることがある。ただし，hi と oi，hu と

ɸu の違いはᄢᄌᓸᅱであり，⡞きขりが㔍しい。੹࿁の調査の▸࿐では，データがਇ⿷し

ていて，この違いについて明らかにすることはできなかった。੹ᓟの調査の⺖㗴である。 
表 22-1 声㐷៺ᡂ音 h 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

157 169 75 83 122 67 

⢋  ㎨  㘑  ⚕  ↉  ൬い  

Ԙ小㊁ᵤ ha>Wa ha>Pa >ha@ॼi >ha@Ei ha>PԌ >ha@]a 
ԙᔒᚭ᪖ ha>Wa ha>Pa >ha@ॼi ha>Ei ha>PԌ >ha@ॼa 
ԚႮ㆏ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi 15 
ԛဈᎨ ha>Wa ha>Pa �� ha>Ei >ha@Pi �� 
Ԝ㒙વ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi ha>Ga 
ԝ上ཅ㋕ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei ha>Pi ha>Ga 
Ԟḧ ha>Wa ha>Pa �� �� >ha@Pi �� 
ԟ中㉿ ha>Wa ha>Pa ha>Gi ha>Ei >ha@Pi >n՝u@৸>i ／ >n՝i@Mu>i

／ha>Ga 
Ԡ⨹ᧁ ha>Wa ha>Pa ha>ॼi ha>Ei >ha@Pi ha>Ga 
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表 22-2 声㐷៺ᡂ音 h 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

168 42 87 138 103 178 
═・஺  ㊄  ၂  ੉  ⊹  ⷺ(かど) 

Ԙ小㊁ᵤ ha>Va >Na@ne >ha@Ni ha>PԌ ha>৸ >Na@Gu
ԙᔒᚭ᪖ ha>Va >ha@nԌ ha>Nফi >Na@PԌ Na>Za >Na@Gu
ԚႮ㆏ ha>Va 15 15 Na>Pe��

>ha@Pi Na>Za Na>Gu 

ԛဈᎨ ha>Va ha>ni／ 
[a>ni 

>পi@ɪiСa>߽i
�લซ� >Na@Pi>غa@৸ Nфa>Za ha>Gu 

Ԝ㒙વ ha>Va ha>ni >Vo@ِ>na@߽i
�঄থউথ� >ha@Pi>৸ Na>Za Na>Gu 

ԝ上ཅ㋕ ha>Va �ེ� ha>ni 15 >ha@Pi Nфa>Za Nфa>Gu
Ԟḧ ha>Va ha>nԌ 15 >ha@Pi>৸ Nфa>Za Nфa>Gu
ԟ中㉿ ha>Va ha>nԌ >পi@ɪi>Сa@߽i

�લซ� >ha@Pi>৸ Na>Za Nфa>Gu／
Vu>Pi�࿩�

Ԡ⨹ᧁ Na>Va ha>ni／ 
ha>nԌ Na>Ni@ne�ซஉ� Na>Pi／

Na>Pe Na>Za Na>Gu 
 
表 22-3 声㐷៺ᡂ音 h 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

22 1 31 115 213 
ᧁ  Ძ  ⣶，ᓟࠈ  ☨  㤕  

Ԙ小㊁ᵤ hԌ>৸ >oi@৸ >hu@ɪi hu>PԌ >ho@৸>ॼi
ԙᔒᚭ᪖ oi>৸ >oi@৸ >hu@ɪi hu>PԌ >ho@৸>ॼi
ԚႮ㆏ hi>৸ pi>n՝i�ऱऑ�／

>ha@ɪɪia>غi@৸ hu>ɪi hu>Pi ho>৸@ॼi 

ԛဈᎨ hi>৸ Ne>৸／ 
>haV@Va>Сi@৸ hu>ɪi hu>Pi ho>৸@ॼi 

Ԝ㒙વ oi>৸ oi>৸ hu>ɪi hu>Pi >ho@৸>ॼi
ԝ上ཅ㋕ oi>৸ oi>Сi@৸ �ऱऑ� >ɸu@ɪi ɸu>Pi >ho@৸>ॼi
Ԟḧ oi>৸ oi>n՝i hu>ɪi hu>Pi >ho৸@ˍi
ԟ中㉿ oi>৸ >haV@Va>غi@৸／

>haV@Va>nԌ@৸ ɸu>ɪi／hu>ɪi ɸu>Pi／
ɸu>PԌ >ho৸@ॼi 

Ԡ⨹ᧁ oi>৸ oi>nԌ／oi>غi 
�ऱऑ� ɸu>ɪi ɸu>Pi >ho৸@ॼi／

ho>৸@ॼi 
 

上記の h は東京方言の ka，ke，ko にኻᔕしている。東京方言の ki と ku は，వに述ߴた

ように， Nফi（ർㇱ）・߽i（ධㇱ），およ߮ Nফu で発音され，hi や hu にはならない。とこࠈ

が，表 22-3 の「ᧁ」は，Nফi や ߽i ではなく hԌ৸，hi৸，o৸i になっている。このことからする

と，喜界島方言の「ᧁ」の␲形は，
Ni ではなく
Ne と⠨えなけれ߫ならない。これに㑐し

ては，奄美ᄢ島の「ᧁ」が「Ძ」と同ߓ発音になっていることから，古代日本語で「ᧁ」

のことをࠤと言っていたのではないかという上᧛(1955・1998)のᜰ៰がある。  

ただし，東京方言の ka，ke，ko にኻᔕするሶ音がすߴて h で発音されるわけではない。

଀え߫，表 22-2 の「⊹」「ⷺ（かど）」は h よりも k の地域の方が多い（✂ដけㇱ分）。ま
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た，表 22-4，22-5 にあߍた語は，すߴての地域で k になっている。どのような語が h であ

らわれやすく，どのような語が k であらわれやすいのかについては，他の℄⃿方言ともᲧ

セしながら⠨える必要がある。  
 
表 22-4 東京方言の Na にኻᔕする N 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

37 90 220 219 224 229 

♄  型  形  㠑  ⅽ  ㏜  

Ԙ小㊁ᵤ Na>i@৸ >Na@Wa >Na@Wa�஑� Na>߾u@৸ Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Na>i@৸ >Na@Wa Na>Wa@߽i Na>߾u@৸ >Na@Za>ޞa >Na@Сa>Pi 
ԚႮ㆏ Na>i Na>Wa >Na@Wa>߽i >Na@߾u>o Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԛဈᎨ Na>Mu Na>Wa �� >Nфa@߾u>৸ �� >Na@Сa>Pi 
Ԝ㒙વ Na>i Na>Wa �� Na>߾u@o Na>Za@ޞa >Na@Сa>Pi 
ԝ上ཅ㋕ >Nфa@i>৸ Na>Wa >Nфa@Wa>߽i >Nфa@Wu>৸ Na>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi 
Ԟḧ Nфa>i �� >Nфa@Wa>߽i >Nфa@Wu>৸／

>Nфa@WVu>৸ Nфa>Za@ޞa >Nфa@Сa>Pi 

ԟ中㉿ 
Nфa>i／ 
Nфa>Mu Nфa>Wa >Na@Wa>߽i／

>NaWa߽i >Na߾uo >NaZaޞa >ha@Сa>Pi ／
>NaСaPi

Ԡ⨹ᧁ >Na@i>৸ Na>Wa >Na@Wa>߽i Na>߾uo Na>Za@ޞa Na>Сa@Pi 
 
表 22-5 東京方言の Ne，No にኻᔕする N 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

148 196 205 225 18 

ᕋᚒ  声  ᔃ  ᥲ  ☳  

Ԙ小㊁ᵤ NԌ>Сa Nu>i 15 >Nu@Mu>Pi >Pe@ޞi>Neِ@No 
ԙᔒᚭ᪖ NԌ>Сa Nu>i >Nu@Nu>ޞu >Nu@Mu>Pi Nu>৸ 
ԚႮ㆏ Ni>Сa >Nu@i 15 >Nu@Mu>Pi Nфu>na 
ԛဈᎨ NԌ>Сa >Nфu@i >Nфu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@৸ 
Ԝ㒙વ �� >Nu@i ߽i>Pu >Nu@Mu>Pi �� 
ԝ上ཅ㋕ Nфi>Сa >Nфu@i >Nфu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi >Nфu@৸ 
Ԟḧ �� >Nфu@i >Nu@Nu>ޞu >Nфu@Mu>Pi Nфu>na 
ԟ中㉿ 

Ni>Сa／ 
NԌ>Сa >Nфu@i >Nu@Nu>ޞu／

>NuNuޞu
>Nu@Mu>Pi／
>ɸu@Mu>Pi Nфu>৸ 

Ԡ⨹ᧁ  Nu>i 15 >Nu@Mu>Pi No>na 
 

喜界島⻉方言の p，ɸ，h，k の㑐ଥをまとめたのが表 22-6 である（h，o に✂ដけをする）。

ർㇱの小㊁ᵤ，ᔒᚭ᪖，中ㇱのႮ㆏，ဈᎨ，㒙વにᲧߴ，中・ධㇱの上ཅ㋕，ḧ，中㉿，

⨹ᧁでは h の発音が多くなっている。「்」の╙１ᜉ目が Nফまたは ߽i になること，「㔕」

の╙１ᜉ目が Nফになることについては，（１１）で述ߴた。 
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表  行とࠞ行ࡂ 22-6
 ᱤ  ⢋  ⢀  ያ  ᧁ  ்  ⦁  㛽  ☨  㔕  

小㊁ᵤ  pa ha pi pi㧛ɸi hԌ kফi pu hu kফu 

ᔒᚭ᪖  pa ha pi pԌ çi kফi ɸu pu hu kফu 

Ⴎ㆏  pa ha pi hi kফi ɸu hu kফu 

ဈᎨ  pa ha pi ɸi hi kফi pu hu kফu 

㒙વ  pa ha çi pi㧛ɸi çi ߽i ɸu hu kফu 

上ཅ㋕  ha çi ߽i ɸu kফu 

ḧ  ha çi ߽i ɸu hu kফu 

中㉿  ha çi ߽i ɸu kফu 

⨹ᧁ  ha çi ki ɸu kফu 

 

㧠㧚㧡 ធㄭ㖸  

 ធㄭ音には w，j がある。  

w はエญ⬄ធㄭ音の ؋ や⎬ญ⬄ធㄭ音の њ であらわれることもある。ᓟធᲣ音は a，i，Ԍ，
u，e。wa は東京方言の wa にኻᔕする૏⟎にあらわれる。wi ，wԌ，  we は wai，ui，uԌ な
どのㅪᲣ音がⲢ合した⚿果，↢ߓた音で，ほとࠎどが㐳音であらわれる（᪖㧦
oNe㧪
o[e
㧪
oe㧪uԌ㧪ui㧪Zi৸，上㧦
ue㧪uԌ㧪ZԌ৸㧪Zi৸，␸い㧦
MuZai㧪iZe৸）。wu は，（１）⁜Უ音

の▎所で述ߴたように，ワ行のࡥに↱来する音にあらわれる（表 23-3 の✂ដけㇱ分）。  

 
表 23-1 ធㄭ音 Z 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

110 186 224 103 182 

⣻  わら  ⅽ  ⊹  ☿  

Ԙ小㊁ᵤ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa ha>৸ a>Za 
ԙᔒᚭ᪖ Za>Wa Za>ޞa >Na@Za>ޞa Na>Za পa>Za 
ԚႮ㆏ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa Na>Za a>Za 
ԛဈᎨ Za>Wa Za>ޞa �� Nфa>Za পa>Za 
Ԝ㒙વ Za>Wa �� Na>Za@ޞa Na>Za >a@Za 
ԝ上ཅ㋕ Za>Wa Za>ޞa／>Za@ޞa Na>Za@ޞa Nфa>Za পa>Za 
Ԟḧ Za>Wa Za>ޞa Nфa>Za@ޞa Nфa>Za পa>Za 
ԟ中㉿ Za>Wa Za>ޞa >NaZaޞa Na>Za পa>Za 
⋏ൽ਽ Za>Wa Za>ޞa Na>Za@ޞa Na>Za a>Za 
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表 23-2 ធㄭ音 Z 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

201 2-32 207 2-102 

᪖  ↧・ᆡ  上  お␸い  

Ԙ小㊁ᵤ u>Ԍ �Z�u>iN@Nࣶফa >u@Ԍ >Mu@৸>Ze@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ u>Ԍ u>i@N>Na� uiN>Na >ZԌ@৸ >Mu@Ze>৸ 
ԚႮ㆏ Wa>ޞe৸�ञैः���>Zi@৸ >Pa@Wa>Ee@৸ Zi>৸ >Mu৸@Me>৸ 
ԛဈᎨ 15 >ZԌN@Na >؋i৸ >Mu৸@Me>৸ 
Ԝ㒙વ >u@i／>Zi@৸ Zi>৸N@Nফa >Zi >Mu৸@Me>৸ 
ԝ上ཅ㋕ 15 ɕiN>Na  њi>৸ >Mu৸@Ze>৸ 
Ԟḧ 15 >Pi@৸>iN@Na�↧ᆡ� >؋i৸ >Mu৸@Me>৸ 
ԟ中㉿ Wфa>ޞu Pi>৸@NNa ؋i>৸ >Mui@Me>৸ 
⋏ൽ਽ u>Ni PiN>Nࣶa Zi>৸ >Mu৸@Me>৸／Mu>৸@Me>৸

 
表 23-3（㧩表 3-3） ធㄭ音 w 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

34 38 36 33 175 

ᄦ  ᅚ  ฀Უ  ฀ῳ  おととい  

Ԙ小㊁ᵤ >u@Wu >u@na>غu u>Ea@৸ u>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
ԙᔒᚭ᪖ >u@Wu >u@na>غu >পu@Ea>NNԌ@�৸�� >পu@Ea >পu@ِ>P؋i@৸ >Zu@W>Wi@৸ 
ԚႮ㆏ Zu>Wফu >Zu@na>Сu >পa@ِ>Pa@৸／পa>ni@৸ >Nফi@ِ>Nফa@৸ ZuW>Wফi@৸／>Zu@W>Wi@৸
ԛဈᎨ Сu>Wu >Сu@na>غu পu>Ea@৸ পu>ॼi@৸ >Сu@W>Wфi@৸ 
Ԝ㒙વ Сu>Wu >Сu@na>u Сu>Ea Сu>ˍi �� 
ԝ上ཅ㋕ পu>Wu >Zu@na>u Zu>Ea পu>ˍi পuW>Wi@৸ 
Ԟḧ Zu>Wu >Zu@na>Сu Zu>Ea@৸ Zu>ˍi@৸ ZuW>Wফi@৸ 
ԟ中㉿ পu>Wu >পu@na>Сu পo>Ea@৸／পu>Ea পu>ˍi@৸ পuW>Wফi@৸ 
Ԡ⨹ᧁ পu>Wu >পu@na>؋u পo>Ea@৸ পu>ˍi@৸ �� 

 
 M はᲣ音 a，i，Ԍ，u の೨にあらわれる。Ma は東京方言の Ma にኻᔕし，Mu は東京方言の Mu
と Mo にኻᔕしている。Mi，MԌ は古語のࡗ行のエに↱来する音にあらわれる（表 ����「ᨩ」

「ᨑ」）。 
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表 24-1 ធㄭ音 M 
㗄目⇟ภ 

න語 
地域 

2-80 128 184 112 78 

ኅ  ጊ  ⨆  ⷫ  㔵  

Ԙ小㊁ᵤ >Ma৸ Ma>Pa Сa>Ma >Wu@ॼiWu�ಟ೯� >Nফiޞi／Na>Vu@Pi 
ԙᔒᚭ᪖ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Pu>Ma 
ԚႮ㆏ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Pu>Ma 
ԛဈᎨ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma �� 
Ԝ㒙વ >Ma৸ Ma>Pa �� �� �� 
ԝ上ཅ㋕ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma Nফi>ޞi 
Ԟḧ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma Nফi>ޞi 
ԟ中㉿ Ma>৸ Ma>Pa Сa>Ma পu>Ma >Pu@Ma 
Ԡ⨹ᧁ Ma>৸／>Ma৸ Ma>Pa Сa>Ma u>Ma Nফi>ޞi／Po>Ma／Pu>Ma

 
表 24-2 ធㄭ音 M 

㗄目⇟ภ 
න語 

地域 

5 46 17 126 95 41 

ᨩ  ᨑ  ḡ  ᄛ  ౻  㝼  

Ԙ小㊁ᵤ >MԌ@৸ >Mu@Ga Mu>৸ Mu>ޞu >pফu@Mu >পi@Mu 
ԙᔒᚭ᪖ >Mi@৸ >Mi@Ga／>Mu@Ga Mu>৸ Mu>ޞu >ɸu@Mu >পi@u 
ԚႮ㆏ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
ԛဈᎨ Me>৸ Mi>Ga Mu>৸ Mu>ޞu pu>Mu পi>Mu 
Ԝ㒙વ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu i>Mu 
ԝ上ཅ㋕ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu Mu 
Ԟḧ 15 Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
ԟ中㉿ �� Mi>Ga／Mu>Ga Mu>৸ Mu>ޞu ɸu>Mu পi>Mu 
Ԡ⨹ᧁ Mi>৸ Mu>Ga Mu>৸ Muޞu ɸu>Mu i>Mu 
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㧠㧚㧢 ༑⇇ፉ⻉方⸒のሶ㖸㖸⚛目㍳  

 ᦨᓟに，㧥地点のሶ音音⚛の目録をあߍておく。[  ] は異音をあらわす。また，( ) は

その音が⒘にしかあらわれないことをあらわす。  

 

ዊ㊁ᵤ方⸒㧘ᔒᚭ᪖ᵤ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ   d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  ফ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ] z[z/ˌ/ॼ/ˍ]   h 

 㥦 音   m  n[n/n՝@   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

ဈᎨ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  [߾�ফ߾<ফ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    z[z/ˌ/ॼ�ˍ]   h 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

Ⴎ㆏方⸒㧘㒙વ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   p[p/ɸ]  b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音         ߽ 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

਄ཅ㋕方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音          ߽ 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 
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ḧ方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽ (߾)    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]    ॼ[ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n   n՝   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 

 

ਛ㉿方⸒のሶ㖸㖸⚛ 
 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 
 ⎕ᡂ音       ߽ফ>߽ফ�߽] 

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ@  �]�  ॼ>ॼ�ˍ@   h>h�o�ɸ@ 

 㥦 音   m  n[n/n՝@   ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    
 ធㄭ音     j   w 

 

⨹ᧁ方⸒のሶ㖸㖸⚛  

 㐽㎮音   (p)   b t  tফ    d  k kফ С প 

 ⎕ᡂ音  ߽  ߾    

 ៺ᡂ音     s[s/ɪ]  z[z/ˌ�ॼ�ˍ]   h[h/ç/ɸ] 

 㥦 音   m  n    n՝  ƾ 

 ᒢ 音  ޞ    

 ធㄭ音     j   w 
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